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一歩ずつ、
「災害に強いまち」へ。

市農業祭「大粒ぶどうまつり」を開催します 問農林課農業振興係（☎40-８３１０）

　品評会に出品された大粒ぶどうを購
入できます。小さいお子さんでも楽しめ
るイベントを用意していますので、ご家
族連れでお越しください。
◆期日　９月15日㈯
◆時間　午前９時～午後１時
◆場所　ＪＡ山形おきたま南陽愛菜館前広場

◆時間・内容
▽午前９時・南陽産大粒ぶどう品評会、
　ファーマーズマーケット等
▽午前10時・南陽産シャインマスカット
　試食会（先着１５０食）
▽午後０時30分・つきたて餅の振る舞い
　（先着１５０食）ほか

「※場所」　【窓口】＝会館窓口、【大ホ】＝大ホール、【小ホ】＝小ホール、【展示】＝展示ギャラリー、【工房】＝総合工房、【スタ】＝キッチン
　　　スタジオ、【練１】＝練習室１、【練２】＝練習室２、【会１】＝会議室１、【会２】＝会議室２、【交流】＝交流ラウンジ、【和室】＝和室

泫掲載内容は８月22日現在のものであり、変更になる場合がありますので、詳しくは主催者等に問い合わせください。

シェルターなんようホール（文化会館）情報月9
▽開館時間　午前 9時～午後10時　▽休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

問シェルターなんようホール（☎40－12 2 2）

休館日

曜日 催事名等 場所※ 開催時間 対象・入場料 問合せ先（主催者等）日

休館日

休館日

休館日

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-3651）19:00～21:00練１

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-3651）19:00～21:00練１

成果品公開セミナー 市雇用創造協議会（☎43-4552）14:00～16:00スタ

振袖ファイナルセール 振袖いちばん館（☎023-647-8211）14:00～20:00和室

振袖ファイナルセール 振袖いちばん館（☎023-647-8211）10:00～19:00和室

振袖ファイナルセール 振袖いちばん館（☎023-647-8211）10:00～18:00和室
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9:00～17:00
（9日は16:00まで） 地域活動支援センター花工房(☎43-3364）永遠（とわ）のお出かけ

安部麻奈美タペストリー展（～9日） 展示

10:10～11:35大ホ 500円名作こども映画会
映画「盲導犬サーブ」上映 守屋教育映画（☎090-3116-9909）

19:00～21:00 無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）会１

19:00～21:00 無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）会１

13:00～16:00シニア婚活パーティー レッドチェリー企画（☎023-642-4211）練１

19:00～21:00花教室 くわばら花店（☎47-7107）工房

19:00～21:00花教室 くわばら花店（☎47-7107）工房

13:20～16:00 受診該当幼児１歳６か月児健康診査・歯科相談 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

 9:15～12:00 受診該当幼児２歳児歯っぴー教室 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

13:00～16:00 受診該当幼児３歳児健康診査 すこやか子育て課（☎40-1691)展示
 9:00～11:00 既に申込みの方モニターツアー「1本のワイン誕生物語」 市雇用創造協議会（☎43-4552）スタ

14:00～18:00 無料きものお手入れリメイク相談会 ㈱とみひろ（☎40-1160)和室

開演14:30南陽市中学校合同音楽会 宮内中学校（☎47-2251）大ホ
10:00～18:00 無料きものお手入れリメイク相談会 ㈱とみひろ（☎40-1160)和室

10:00～18:00 無料きものお手入れリメイク相談会 ㈱とみひろ（☎40-1160)和室

10:00～16:00 無料きものお手入れリメイク相談会 ㈱とみひろ（☎40-1160)和室

13:30～15:30安全で安心なうるおいあるまち南陽市民大会 市民課（☎40-8255)大ホ
開演16:30ヤマハ英語教室発表会 ㈱長井理研（☎0238-84-3111）小ホ 関係者のみ

開演10:00 関係者のみヤマハ英語教室発表会 ㈱長井理研（☎0238-84-3111）小ホ

開会9:40赤湯地区「敬老を祝う会」 赤湯公民館（☎43-3466）大ホ

第19回みちのく歌謡祭 南陽歌謡振興会（☎43-2154）開演9:30
（開場9:00）

前売券1,000円
当日券1,500円大ホ

朝倉さや
リアルカントリーロードツアー2018 シェルターなんようホール（☎40-1222）開演15:00

（開場14:00） チケット完売小ホ

Little Glee Monster
Live Tour 2018 ～ Calling!!!!! シェルターなんようホール（☎40-1222）開演17:00

（開場16:30） チケット完売大ホ

お仕事相談会 ㈱マイセルフ（☎40-8860）13:00～16:00会２

お仕事相談会 ㈱マイセルフ（☎40-8860）13:00～16:00会２

文化講座「お釈迦様と親鸞聖人に学ぶ」 親鸞聖人に学ぶ会（☎024-545-4849) 9:00～17:00会１

文化講座「お釈迦様と親鸞聖人に学ぶ」 親鸞聖人に学ぶ会（☎024-545-4849) 9:00～17:00会１

バンド練習 市バンド連絡協議会（☎43-4812）19:00～22:00練１

バンド練習 市バンド連絡協議会（☎43-4812）19:00～22:00練１

ドレミファ・どーもっす!!!「ギターサークル」 ドレミファ・どーもっす!!!17:30～19:30練１

ドレミファ・どーもっす!!!「ギターサークル」 ドレミファ・どーもっす!!!17:30～19:30練１

北海道スイーツ直売 フェニックス仙台（☎090-3122-7972）11:00～13:00会１

ドレミファ・どーもっす!!!「ギターサークル」 ドレミファ・どーもっす!!!17:30～19:30練１
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し
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
指
示
は
、
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
な
行
動
を
と
る
よ
う
促
す
も
の
で

す
。
具
体
的
な
避
難
の
ル
ー
ト
や
避
難
先

は
、
各
世
帯
に
住
む
皆
さ
ん
が
考
え
て
行

動
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
記
事
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
参
考
に
、
各
家
庭
で
緊
急
の
場
合
の
対

処
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
や
家
族
の
家
に
加
え
、
学
校
や
職

場
、
よ
く
立
ち
寄
る
施
設
や
そ
の
道
の
特
徴

（
ク
セ
）
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
「
川
の
近
く
」
な
ら
河
川
の
氾

濫
、「
山
の
近
く
」
な
ら
土
砂
崩
れ
、「
標

高
が
低
い
」な
ら
浸
水
被
害
が
起
き
や
す
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫
は
繰
り
返
す
こ

と
が
多
い
た
め
、過
去
の
災
害
の
教
訓
か
ら
、

日
ご
ろ
の
対
策
を
立
て
て
お
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

【写真】市内豪雨被害の爪あと（上）平成25年７月、冠水した南陽警察署前県道（右下）平成26年７月、濁流で橋梁が削られ、
宙吊り状態になったフラワー長井線の線路（左下）平成26年７月、路肩が崩落した中川地区の県道原中川停車場線

▲平成26年７月、土砂
　崩れが起きた十分一
　山斜面の観光ぶどう
　園(赤湯地区）

▲平成25年７月、土砂崩れが発生した荻地
　区。山間部は、雨が収まってからも土砂
　崩れに警戒が必要

▲平成26年７月、濁流によって削られた河
　岸（金山地区）。河川の近くは、常に水位
　に警戒が必要

▲平成26年７月、冠水した白竜湖。白竜湖周辺
　を含む赤湯地区全体は、「浸水想定区域」が
　広範囲にわたる

自
分
の
生
活
す
る
所
の

「
ク
セ
」
を
確
認
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「
わ
が
家
の
防
災
対
策
」

考
え
よ
う

「
ど
う
や
っ
て
」逃
げ
る
？

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

見
て
「
考
え
よ
う
」

「
い
ま
」
災
害
が

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら

家
族
の
安
否
を
確
認

「
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
」

多
く
の
場
合
を
想
定
し
た

「
家
族
防
災
会
議
」
を

開
い
て
み
よ
う

　

自
宅
で
被
災
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

学
校
で
、
職
場
で
、
通
勤
・
通
学
中
に
、

休
日
の
外
出
中
に
災
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
ど
う
動
け
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
自
分
の
身
を
守
る

　

周
囲
の
危
険
な
も
の
か
ら
身
を
守
る
。

例
え
ば
水
害
な
ら
、
川
、
用
水
路
、
マ
ン

ホ
ー
ル
、
標
高
の
低
い
と
こ
ろ
（
地
下
駐

車
場
や
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
）
か
ら
離
れ
る
。

※
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
と
き
、
川
や
用

　

水
路
の
様
子
を
見
に
行
っ
て
被
災
す
る

　

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
絶
対
に
近
付
か

　

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
安
全
な
場
所
に
逃
げ
る

　

周
囲
の
状
況
を
、
自
分
自
身
で
確
認
し

な
が
ら
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

【
家
の
周
り
の
避
難
先
】

　

各
地
区
の
公
民
館
・
集
会
所
な
ど
、
自

主
防
災
会
ご
と
に
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
き
、

状
況
に
よ
っ
て
市
が
開
設
す
る
「
指
定
緊

急
避
難
場
所
」「
指
定
避
難
所
」
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
開
設
す
る
避
難
所
は
、
各

地
区
長
に
連
絡
し
ま
す
。

【
学
校
・
職
場
・
買
い
物
先
な
ど
】

　

水
害
時
は
、
浸
水
深
が
浅
い
場
合
で
も

歩
行
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

外
に
出
る
こ
と
が
危
険
な
場
合
は
無
理

を
し
な
い
で
、
自
宅
の
２
階
な
ど
高
い
階

へ
避
難
（
垂
直
避
難
）
し
ま
し
ょ
う
。

【
屋
外
に
い
た
場
合
】

　

水
害
で
あ
れ
ば
頑
丈
な
建
物
、
地
震
で

あ
れ
ば
広
い
公
園
な
ど
、
災
害
の
種
類
に

よ
っ
て
、
安
全
な
場
所
は
異
な
り
ま
す
。

周
囲
の
地
形
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
情
報
を
集
め
る

　

行
政
の
情
報
は
次
の
方
法
で
伝
達
し
ま
す
。

【
避
難
情
報
】　

▽
市
の
HP
▽
携
帯
電
話
の

　

緊
急
速
報
メ
ー
ル
▽
緊
急
告
知
防
災
ラ

　

ジ
オ
▽
市
内
72
か
所
の
防
災
行
政
無
線

　
（
同
報
系
）
▽
広
報
車
▽
簡
易
無
線（
市

　

役
所
⇔
地
区
公
民
館
・
小
中
学
校
）

【
気
象
情
報
】　

気
象
庁
HP

【
河
川
情
報
】　

県
河
川
砂
防
情
報
HP

【
火
災
情
報
】　

置
広
事
務
組
合
消
防
本
部

　

災
害
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
㉑

　

|
１
１
９
１
）

※
万
が
一
、
大
雨
や
強
風
な
ど
で
防
災
行

　

政
無
線
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
は
、

　

防
災
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
40

　

|
３
０
０
１
）
で
放
送
を
聞
く
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
か
ら
音
が

　

聞
こ
え
た
と
き
は
、
必
ず
内
容
を
確
認

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
以
外
に
も
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
情
報
の

し
ん
ぴ
ょ
う

信
憑

　
せ
い性
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
情
報
を
集
め

　

ま
し
ょ
う
。

【
非
常
持
ち
出
し
品
の
一
例
】

□
飲
料
水　
　

□
食
料

□
救
急
用
品　

□
常
備
薬

□
軍
手　

□
懐
中
電
灯

□
下
着　

□
予
備
の
電
池

□
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど

　

外
出
時
に
被
災
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

常
に
最
低
限
の
備
え
を
携
帯
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

【
最
低
限
の
備
え
の
一
例
】

□
飲
料
水
・
最
低
限
の
食
料

□
身
元
や
緊
急
連
絡
先
が
わ
か
る
も
の

□
常
備
薬
、
病
名
、
処
方
薬
の
メ
モ

□
ビ
ニ
ー
ル
袋　

な
ど

　

市
で
発
行
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
平
成
30
年

７
月
豪
雨
で
広
範
囲
に
冠
水
被
害
の
あ
っ

た
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
で
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
想
定
区
域
と
実
際
の
浸

水
区
域
が
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
も
、
同
様
に
浸
水
深
が
５
ｍ
を

超
え
る
区
域
が
あ
り
ま
す
。
危
機
意
識
を

持
っ
て
マ
ッ
プ
を
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
】

▽
周
辺
の
危
険
な
場
所

　
　

自
宅
だ
け
で
な
く
、
職
場
や
実
家
な
ど
、

　

自
分
の
生
活
圏
内
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
避
難
場
所
の
位
置

▽
避
難
場
所
ま
で
の
道
の
り

　
　

複
数
の
安
全
な
ル
ー
ト
を
確
認
し
て

　

お
き
ま
し
ょ
う
。

※
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
お
手
元
に
な
い
場

　

合
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
、
家
族
が
一
緒
に
い
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
「
こ
ん
な
時
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
」
事
前
に
話
し
合
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

父
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
は
職
場
か
ら
帰
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
は
、
父
さ
ん
を
待
た
な
い
で
、

○
○
公
民
館
に
避
難
す
る
よ
う
に
。
外
に
出
る
の
も
危
険
な
時
は
、
２
階
の
部
屋
に
上
っ
て
お
く
こ
と
。

　

実
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
足
が
あ
ま
り
良
く
な
い
か
ら
、
父
さ
ん
と
母
さ
ん
が
連
絡
を
取
っ
て
、
早

め
に
迎
え
に
行
こ
う
。
本
当
に
急
に
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
近
所
の
人
が
見
回
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
、
今
の
う
ち
に
頼
ん
で
お
こ
う
か
な
。

　

私
は
、
学
校
に
い
る
時
に

は
、
先
生
の
話
を
よ
く
聞
い

て
無
理
し
て
下
校
し
な
い
よ

う
に
す
る
ね
。
も
し
下
校
中

だ
っ
た
ら
、
親
せ
き
の
◎
◎

お
ば
さ
ん
の
家
が
通
学
路
に

あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
い
る
ね
。

い
つ
も
通
る
道
は
川
が
近
い

か
ら
、
雨
が
強
い
時
は
手
前

で
曲
が
っ
て
、
別
な
道
を
通

る
ね
。

　

○
○
公
民
館
に
行
く
と
き
、

南
側
の
道
は
狭
く
て
危
な
い

か
も
。
北
側
の
道
か
ら
行
き

ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
は

普
段
あ
ま
り
通
ら
な
い
道
だ

か
ら
、
今
度
一
緒
に
通
っ
て

み
る
わ
ね
。
非
常
食
を
点
検

し
た
ら
、
一
週
間
分
に
は
少

し
足
り
な
か
っ
た
か
ら
、
み

ん
な
で
買
い
足
し
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

※
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
て
い
る
区

　

域
は
、
一
定
の
仮
定
に
各
条
件
を
加
え

　

て
算
出
し
た
目
安
で
す
。「
ハ
ザ
ー
ド

　

マ
ッ
プ
で
色
が
つ
い
て
い
な
い
か
ら
絶

　

対
安
全
」
と
過
信
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

　

状
況
を
想
定
し
て
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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住
ん
で
い
る
場
所
、
生
活
ス
タ
イ
ル
、
家
族
構

成
が
一
人
ひ
と
り
違
う
よ
う
に
、
災
害
時
の
防
災

対
策
も
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
命

を
自
分
で
守
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
想

定
し
て
、
防
災
対
策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
こ
ん
な
会
話
、
家
族
で
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
】◆災害用伝言サービスの一覧【

サ
ー
ビ
ス
の
体
験
利
用
が
で
き
ま
す
】

サービス名

災害用
伝言ダイヤル

災害用音声
お届けサービス

携帯電話で録音したメッセージをパケット通信で
相手に送ります

携帯電話・パソコンから電話番号をもとにして
文字で安否を登録・確認できます

固定・携帯・公衆電話から「１７１」をダイヤル。
伝言を録音・再生して安否確認ができます

災害用伝言板

主な特徴

▲赤湯中学校地域総合型避難訓
　練で、水害を想定し垂直避難
　する生徒（写真は平成29年７
　月のもの）

◀
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
最
上
川
流
域
版
）。

　

吉
野
川
・
織
機
川
流
域
版
も
あ
り
ま
す

　

災
害
時
、
安
否
や
避
難
場
所
を
被
災
地

や
被
災
地
外
の
家
族
、
友
人
に
簡
単
に
連

絡
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
使
え
る
よ
う
、
あ
ら

か
じ
め
操
作
方
法
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
体
験
利
用
期
間　

▽
毎
月
１
・
15
日
▽

　
正
月
三
が
日
▽
１
月
15
日
〜
21
日
▽
８

　
月
30
日
〜
９
月
５
日

【利用方法・体験利用はこちらから】
総務省HP（http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/net_
anzen/hijyo/dengon.html）※通信各社のHPでもご覧いただけます。

チ
ェ
ッ
ク
□
！

問総合防災課消防防災係（☎40－０２６７）

何
度
で
も
確
認
し
よ
う

非
常
用
持
ち
出
し
品
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「
災
害
に
強
い
ま
ち
」を
目
指
し
て

河
川
改
修
・
橋
の
架
け
替
え

情
報
伝
達
設
備

防
災
設
備

　　

国
・
県
・
市
が
一
体
と
な
り
、
平
成
25
・
26
年
水
害
の
復
旧
と
安

全
を
高
め
る
た
め
の
改
修
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
国
土
交
通
省
】

▽
吉
野
川
河
道
掘
削
工
事（
河
川
内
の
土
砂
を
取
り
除
き
川
幅
を
確
保
）

▽
最
上
川
の
堤
防
強
化
工
事
（
決
壊
ま
で
の
時
間
を
引
き
延
ば
す
堤

　

防
構
造
の
工
夫
）

【
山
形
県
】

▽
吉
野
川
河
道
掘
削
、護
岸
工
、橋
の
架
け
替
え

　
　

平
成
26
年
７
月
の
洪
水
相
当
の
流
下
能
力

　

確
保
が
概
ね
完
了
し
、
引
き
続
き
橋
の
架
け

　

替
え
と
護
岸
、
築
堤
な
ど
の
工
事
を
進
め
て

　

い
ま
す
。

▽
織
機
川
河
道
掘
削
、護
岸
工
、橋
の
架
け
替
え

▽
主
要
地
方
道
米
沢
南
陽
白
鷹
線
災
害
関
連
事
業

　
　

洪
水
等
の
災
害
に
強
い
舗
装
道
路
と
な
る

　

よ
う
道
路
改
良
を
実
施
し
ま
し
た
。

▽
南
陽
川
西
線
白
い
く
も
付
近
Ｔ
字
路
交
差
点

　

の
側
溝
整
備
（
県
道
の
冠
水
対
策
）

▽
吉
野
川
の
上
流
域
等
で
土
砂
流
出
防
止
対
策

【
南
陽
市
】

▽
流
さ
れ
た
市
道
橋
（
吉
野
川
・
白
山
在
家
橋
、

　

織
機
川
・
四
ツ
谷
橋
【
写
真
】）
の
復
旧

▽
市
街
地
の
浸
水
対
策
事
業
（
雨
水
幹
線
、
側

　

溝
の
整
備
な
ど
）

防
災
訓
練　
〜
市
民
２
４
０
０
人
（
約
13
人
に
１
人
）
が
参
加
〜

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
力
も
「
災
害
に
強
い
ま
ち
」
に
必
要
で
す
。
防
災
訓
練
に
参
加

し
て
万
が
一
の
際
の
自
分
の
行
動
や
、
地
域
で
の
役
割
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
そ
の
他
、
各
地
区
の
自
主

　

防
災
会
も
独
自
の
防
災
訓

　

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
住
む
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
強
い
使
命
感
を
持

ち
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月
28
日
㈯
、
赤
湯
地
区
の
現
地
で
施
行
業
者
の
主
催
に
よ
り
実
施
。

新
し
い
橋
は
、
橋
脚
に
流
木
等
が
引
っ
掛
か
ら
な
い
よ
う
、
橋
脚
を
無
く

し
ま
し
た
。
半
分
に
分
か
れ
た
橋
げ
た
を
ク
レ
ー
ン
で
持
ち
上
げ
て
両
岸

に
設
置
し
、
橋
の
真
ん
中
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
一
連
の
様
子
を
、
地
元
住

民
ら
約
50
人
が
期
待
を
込
め
て
見
守
り
ま
し
た
。

【
地
域
防
災
拠
点
広
場
】

　

赤
湯
小
学
校
に
隣
接
。
平
成
28

年
に
完
成
。
万
一
の
際
の
避
難
場

所
と
し
て
整
備
。
下
水
管
と
つ
な

が
っ
て
い
る
ト
イ
レ
や
か
ま
ど
、水

道
な
ど
の
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

【
防
災
行
政
無
線
】

　

市
内
72
か
所
に
設
置
。
避
難
指

示
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
緊
急
エ
リ
ア
メ
ー
ル
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・携
帯
電
話（
一

部
キ
ャ
リ
ア
除
く
）に
災
害・避
難

情
報
を
一
斉
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
緊
急
告
知
防
災
ラ
ジ
オ
】

　

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
、

各
地
区
長
に
配
布
。
災
害
時
は
自

動
で
電
源
が
付
き
、
緊
急
放
送
を

受
信
し
、
大
音
量
で
鳴
り
ま
す
。

【
ラ
ジ
オ
を
無
償
貸
与
し
ま
す
】

◆
申
請
期
間　

９
月
18
日
㈫
〜
10

　

月
15
日
㈪（
代
理
人
も
申
請
可
）

◆
持
ち
物　

印
鑑
・
資
格
要
件
確

　

認
に
要
す
る
資
料
（
障
害
者
手

　

帳
・
介
護
保
険
証
等
）

問
・　

総
合
防
災
課
管
理
係
（
☎

40
|
０
２
６
４
）

災
害
時
応
援
協
定

〜
万
一
の
時
、
迅
速
な
対
応
を
〜

　

市
は
、
災
害
時
に
行
政
と
し
て
よ
り

迅
速
な
行
動
を
と
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
所
・
自
治
体
と
あ
ら
か
じ
め

支
援
や
協
力
の
内
容
を
「
協
定
」
と
し

て
取
り
決
め
て
い
ま
す
。

30.９.１ （６）

　

平
成
25
・
26
年
の
豪
雨
水
害
に
よ

る
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
市

は
国
・
県
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆主な災害時応援協定（順不同） （計47件）

協定名
大規模災害時における災害
廃棄物の処理等に関する協定 南陽アメニティ企業体 災害ごみ等の処理

災害時における物資の供給
等に関する協定 物資の支援マックスバリュ東北㈱、㈱ヤ

マザワ、㈱ヨークベニマル等

災害発生時における燕市・
南陽市相互応援に関する協定 新潟県燕市 物資や職員、被災者受

け入れ等の相互応援

災害時における放送要請に
関する協定

㈱ニューメディア、㈱エフエ
ム山形 緊急放送の実施

相手方 災害時の対応

問総合防災課消防防災係（☎40－０２６７）

【四ツ谷橋（施行前）】 【施行後】【四ツ谷橋（施行前）】

【土のうの積み方を学ぶ自主防災会】【土のうの積み方を学ぶ自主防災会】【避難所の運営、安否確認訓練】【避難所の運営、安否確認訓練】

【月の輪工法を行う水防団員】【月の輪工法を行う水防団員】

【給食給水・炊き出し訓練】【給食給水・炊き出し訓練】

【応急救護訓練】【応急救護訓練】
【避難所への避難訓練。写真は平成28年10月、
  初めて市内全域で開催した時のもの】
【避難所への避難訓練。写真は平成28年10月、
  初めて市内全域で開催した時のもの】

【施行後】

【
今
月
の
表
紙
】

花
台
橋
架
け
替
え
工
事
見
学
会

【
今
月
の
表
紙
】

花
台
橋
架
け
替
え
工
事
見
学
会

【
橋
の
開
通
予
定
時
期
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
】

①吉野橋
　２月７日㈬開通済

②花見橋
　平成31年度

③湯河原橋
　平成30年度

④花台橋
　平成30年内

⑤大橋
　平成32年度

①吉野橋
　２月７日㈬開通済

②花見橋
　平成31年度

③湯河原橋
　平成30年度

④花台橋
　平成30年内

⑤大橋
　平成32年度

市
消
防
団
の
活
動

１
月

消
防
出
初
式

７
月

市
消
防
操
法
大
会

４
・
11
月

消
防
演
習

９
〜
10
月
（
防
災
月
間
）

総
合
防
災
訓
練

５
〜
６
月
（
出
水
期
前
）

水
害
対
応
総
合
訓
練

N

N

申



◆
不
法
投
棄
防
止
用
の
看
板
設
置

　

不
法
投
棄
が
多
い
場
所
に
設
置
し
て
あ

　

る
看
板
の
付
け
替
え
と
新
規
設
置
を
行

　

い
ま
す

◆
集
団
防
除
へ
の
薬
剤
支
給

　

地
区
で
ア
メ
シ
ロ
の
共
同
防
除
に
取
り

　

組
む
場
合
、
薬
剤
を
支
給
し
ま
す

　

５
月
23
日
㈬
に
開
催
し
た
総
会
に
お
い

て
、
公
衆
衛
生
の
向
上
に
尽
力
い
た
だ
い

た
次
の
方
が
市
衛
連
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
〜
29
年
度
の
５
年
間
、
横
町

地
区
（
赤
湯
）
の
衛
生
組
合
長
と
し
て

衛
生
組
合
事
業
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
〜
27
年
度
の
７
年
間
、
和
泉

町
一
地
区
の
衛
生
組
合
長
と
し
て
衛
生

組
合
事
業
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
不
法

投
棄
監
視
員
と
し
て
宮
内
地
区
内
の
不

法
投
棄
巡
回
監
視
を
は
じ
め
と
し
た
環

境
美
化
運
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

き
れ
い
な
郷
土

み
ん
な
で
築
こ
う  

健
康
な
心
と
身
体

関
野
　
孝

渡
部
　
守

南
陽
市
衛
生
組
合
連
合
会

会
長
　
小
関
　
憲
正

　今年１年、役員として市民の皆さん
とともに活動を進めていきますので、
よろしくお願いします。

市衛生組合連合会役員・
不法投棄監視員紹介

役職 地区
赤湯

赤湯

中川

宮内

漆山

吉野

金山

沖郷

梨郷

沖郷

宮内

赤湯

宮内

吉野

中川

赤湯

宮内

沖郷
金山

漆山

氏名
会長 小関　憲正

大河原泰廣
遠藤　進午
髙橋　壽基
東海林春雄
長井　良一
舎利倉寛明
舟腰　　清
遠藤　　博

山岸　政彦
寺島　眞次
鈴木　恒治

高橋　忠男
山口　　茂
菊地　洋治

髙橋　　元
長谷部徳右衛門
齋藤　俊則
黒澤愼一郎
伊藤　孝一
井上　重雄
松田　二夫
鈴木　　泰
境　　文夫
遠藤　孝一
渡部　　守
長澤敬一郎
多勢　　哲
沖田　勝男
菊地　克美
佐藤　良夫

副会長

監事

不法投棄
監視員

理事

●問合せ先　市民課環境係（☎40－８２５６）

市衛生組合連合会からのお知らせ
i n f o r m a t i o n

穴を開けてから
資源ごみへ

　スプレー缶は、「資源ごみ」として回
収しています。資源ごみとして回収する
ことで、ごみの減量化につながり、ごみ
の回収作業における危険性も軽減するこ
とができます。ごみ分別の徹底にご協力
をお願いします。

※中身が残ったままのスプレー缶やカセッ
　トボンベをそのままごみとして出すと、
　ごみ収集車両への積み込み作業中やごみ
　処理施設での作業中に爆発・炎上するこ
　とがあり大変危険です。
　なお、最近は「ガス抜き機能」が付いている製品もありますが、
外観からはきちんとガス抜きされているか判別できません。お手数
ですが、スプレー缶は穴を開けてから出すようお願いします。

山田　正春

阿部　重秋

安部　広昭

粟野　和男

梨郷竹田喜代美

今
年
度
の
主
な
事
業

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、

市
衛
生
組
合
連
合
会
の
事
業
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
衛
生
組
合
連
合
会
は
、「
明
る
く

住
み
よ
い
郷
土
、
き
れ
い
な
南
陽
市
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
自
主
的
な
住
民
活

動
と
し
て
地
域
の
環
境
美
化
推
進
に
係

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

県
で
は
「
全
国
一
ご
み
の
少
な
い
県
」

を
目
指
し
て
、「
ご
み
ゼ
ロ
や
ま
が
た

推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
平
成
37
年

度
に
は
「
ご
み
ゼ
ロ
や
ま
が
た
」
を
実

現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
目
的
達
成
に
向
け
て
、
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、

再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）、
再
生
利
用
（
リ

サ
イ
ク
ル
）の
頭
文
字
を
取
っ
た「

ス
リ
ー
ア
ー
ル

３
Ｒ
」

の
考
え
方
に
基
づ
く
諸
実
践
活
動
を
家

庭
か
ら
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

市
衛
生
組
合
連
合
会
で
は
、
地
域
の

環
境
美
化
推
進
事
業
を
主
体
に
、
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
生
活
排
水
浄

化
対
策
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
、
不

法
投
棄
防
止
対
策
等
、
地
区
衛
生
組
合

活
動
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
各
種

事
業
へ
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
重
点
目
標
】

▽
ご
み
減
量
運
動
の
強
化

▽
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

▽
山
と
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
の
推
進

▽
環
境
美
化
運
動
の
推
進

▽
環
境
教
育
の
推
進

▽
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

▽
地
区
協
力
員
活
動
の
強
化
の
推
進

▽
各
地
区
指
導
者
研
修
会
の
開
催

▽
広
報
活
動
の
推
進

◆
環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

市
内
小・中
学
生
を
対
象
に
環
境
問
題

 
を
題
材
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、応

　

募
作
は
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
に
展
示
し
ま
す

◆
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
事
業

　

市
内
小
・
中
学
校
を
始
め
、
市
民
の

　

皆
さ
ん
に
回
収
し
て
い
た
だ
い
た
エ
コ

　

キ
ャ
ッ
プ
の
売
却
益
を
支
援
団
体
に
寄

　

付
し
ま
す

衛連
だより

30.９.１（９） 30.９.１ （８）

スプレー缶は資源ごみです

　地区などから要望があった場所に看板やのぼりを
設置しました。以前に比べ大規模なものは減少して
いますが、生活系ごみの不法投棄いわゆる「ポイ捨
て」は後を絶ちません。不法投棄は犯罪です。警察
と連携し不法投棄者を告発しますので、ごみを捨て
ている人を見かけたら情報提供をお願いします。

【通報先】◆南陽警察署（☎50－０１１０）
　　　　　◆市民課環境係（☎40－８２５６）

不法投棄防止の看板・のぼりを設置しています

　私たちが回収したエコキャップは、まずリサ
イクル業者に売却します。その売却益を認定Ｎ
ＰＯ法人「ＪＣＶ（世界の子供にワクチンを　日
本委員会）」に寄付することで、開発途上国に
ポリオワクチンが届きます。キャップ約
２,８７０個でポリオワクチン１人分になります。
　市衛生組合連合会は、エコキャップ回収の取り組みを行なってい
る市内の各小中学校にエコキャップ回収ボックスを提供してきまし
た。今年度も継続して実施していきます。

エコキャップの回収に取り組んでいます

市
衛
生
組
合
連
合
会
が
取
り
組
む
事
業
内
容
を
報
告
し
ま
す

平
成
30
年
度

市
衛
生
組
合
連
合
会
会
長
表
彰

【スプレー缶を出す際の注意】
中身を使い切ってから、風通しの良い火
元の無い屋外で、必ず穴を開けてガス抜
きをする

資源ごみ
（空き缶と同じ青いコンテナ）



満員御礼

間
近
で
見
る
力
士
の
迫
力
に
大
興
奮

間
近
で
見
る
力
士
の
迫
力
に
大
興
奮

間
近
で
見
る
力
士
の
迫
力
に
大
興
奮

　

８
月
11
日
㈯
、
市
内
で
は
21
年
ぶ
り
と

な
る
大
相
撲
夏
巡
業「
大
相
撲
南
陽
場
所
」

が
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

巡
業
に
参
加
し
た
の
は
、
３
横
綱
、
７

月
の
名
古
屋
場
所
で
優
勝
し
た

み
た
け
う
み

御
嶽
海
関
、

白
鷹
町
出
身
の

は
く
よ
う
ざ
ん

白
鷹
山
関
等
人
気
力
士
や
、

行
司
・
呼
出
・
親
方
等
の
総
勢
２
５
２
人
。

朝
早
く
か
ら
詰
め
掛
け
た
フ
ァ
ン
を
前
に
、

迫
力
あ
る
稽
古
の
様
子
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
外
で
は
、
一
日
南
陽
警
察
署
長

と
な
っ
た

お
う
の
し
ょ
う

阿
武
咲
関
が
、防
犯
・
交
通
パ
ト

ロ
ー
ル
の
出
発
式
に
参
加

 

い
き
お
い 

。
勢
関
に
よ
る

市
内
福
祉
施
設
の
慰
問
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ァ
ン
と
力
士
と
の
握
手
会
や

小
学
生
と
の
「
ち
び
っ
こ
撮
影
会
」
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
グ
ッ
ズ
販
売
や
地
元
企
業

に
よ
る
物
販
が
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

土
俵
上
で
は
、
力
士
が
迫
力
あ
る
取
組

を
披
露
し
た
ほ
か
、
力
士
が
輪
に
な
り
、

合
い
の
手
を
入
れ
な
が
ら
披
露
す
る
唄

「
す
も
う
じ
ん
く

相
撲
甚
句
」、
相
撲
の
禁
じ
手
（
反
則
）

を
面
白
お
か
し
く
紹
介
す
る

し
ょ
っ
き
り

「
初
切
」、遠

藤
関
と

と
こ
や
ま

床
山（
髪
結
い
）に
よ
る
髪
結
い
、

横
綱

は
く
ほ
う

白
鵬
関
に
よ
る
綱
締
め
等
が
実
演
さ

れ
、
会
場
は
時
に
笑
い
に
、
時
に
感
嘆
の

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

白
岩
実
行
委
員
長
は
「
昨
年
市
制
施
行

50
周
年
を
迎
え
、
次
の
１
０
０
周
年
に
向

け
た
第
１
歩
の
年
に
大
相
撲
南
陽
場
所
を

開
催
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。
皆

さ
ん
の
心
に
残
る
１
日
に
な
る
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

約
２
７
０
０
人
の
観
客
は
、
普
段
味
わ

え
な
い
力
士
の
迫
力
や
力
士
と
の
交
流
を

間
近
で
存
分
に
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

❶白鷹町出身力士、白鷹山関（土俵
上、右）の迫力ある取組　❷満員御
礼の会場には熱気があふれた　❸横
綱

き　せ
稀勢の

さと
里関（右）の土俵入り。会

場からは大きな拍手が起こり、
し こ
四股

を踏むのに合わせて「ヨイショー」
と掛け声が上がった

❹「一日警察署長」のたすきを
かけ、市民体育館前で防犯・交
通パトロールの出発を見守る
阿武咲関（前列右から３人目）
❺会場周辺で、ファンの写真撮
影やサインの求めに快く応じる
力士　❻市内小学生54人と人気
力士との「ちびっこ撮影会」

❼「相撲甚句」の様子。締めくくりに「ご縁があったなら再び
南陽市へと参ります」と唄われると、会場からひときわ大きな
拍手が起こった　❽相撲の禁じ手（反則）を面白おかしく紹介
する「初切」。会場は爆笑と歓声に包まれた　❾遠藤関（右）と床
山による髪結いの実演　10横綱白鵬関（中央）による綱締めの実演

地域・ファンとの触れ合い笑いあり、迫力ありの土俵上

❶

❹
❾
10
❼
❽ ❺

❻

❷

❸
下水道マスコットキャラクター

「スイスイ」

問・　上下水道課給排水係（☎40－８８４５)

９月10日は「下水道の日」

下水道の普及でこんな効果があります

県下水道協会排水設備工事責任技術者試験

衛生的できれいなまちをつくります

川や海がきれいになります

快適な生活環境をつくります

「未来へと　ぼくらがつなぐ　下水道」
～平成30年度下水道推進標語～

■「下水道の日」の由来
　「下水道の日」は、昭和36年、わが国の下水道の全
国的な普及を進めるため、建設省（現国土交通省）、厚
生省（環境省に所管変更）などにより「全国下水道促
進デー」として始まりました。市では昭和55年から公
共下水道が始まり、約１万７, ０００人以上の方に利用
いただいています。

■下水道の早期接続にご協力を
　公共下水道は、下水道が利用できるようになった日
（供用開始日）から、合併浄化槽使用は１年以内に、汲
み取り式トイレは３年以内に水洗トイレに改造し、下
水道に接続する必要があります。早期の接続にご協力
をお願いします。工事費用の見積もりや工事の依頼は
市の指定下水道排水設備工事店に相談ください。

■下水道融資あっせん制度をご利用ください
　トイレの水洗化や排水設備工事の資金を借り入れる
場合、市が融資あっせんと借入れの利子への補給を行っ
ています。お気軽に相談ください。
◆対象者　下水道の供用開始日から３年以内に工事等
　に着手する方（旅館業以外の法人は除く）で、市の
　税金等の滞納がない方
◆融資あっせん額　１世帯１件１００万円以内
◆償還方法　60か月以内の毎月元金均等償還

家の周りに汚れた水が流れないため、悪臭を防ぎ、ハエや
蚊などの害虫の発生を防ぎます。

汚水を処理場できれ
いな水にしてから川
に放流するため、川
や海を汚すことがな
くなります。

トイレが水洗化され、清潔で快適な暮らしを可能にします。

■屋外の排水設備（汚水
ます

桝）の破損にご注意
　除雪機械や自動車等の乗り上げで汚水枡の蓋が破
損すると、雨水が下水道に流れ込み、割れた蓋や砂利
などで排水管が詰まる恐れがあります。早急に指定下
水道排水設備工事店に修理を依頼してください。

■下水道に油やごみを流さないで
　市の下水は、高畠・川西町の下水と合わせて宮崎地区
の置賜浄化センター（下水処理場）で処理されています。
　急激に汚れた水が増えたり、微生物が分解できない
薬品等が処理場へ流入すると処理能力が低下してしま
います。油や調味料、生ごみを流したり、灯油などの
危険物が下水道に流入しないようご注意ください。

◆日時　11月18日㈰午後１時～３時30分
◆場所　協同の杜ＪＡ研修所（山形市）
◆申込期間　９月３日㈪～28日㈮（土・日・祝日を除く）
【受験講習会（希望者のみ）】
◆日時　10月10日㈬午後１時～４時30分
◆場所　協同の杜ＪＡ研修所

下水道は自然環境を守る重要な資産。
「下水道の日」を機会に、下水道の役割や
使い方を考えてみませんか。

申

ク
イ
ズ

市の道路内に埋設されている下水道管
（本管）の長さは何km？（正解は23ページ）
①約10㎞　②約50㎞　③約150㎞

　親子下水道教室が８月
１日㈬、置賜浄化セン
ター（宮崎地区）で開催
され、36人の親子が参加
しました。
　参加者は浄化センター
内を見学し、汚水がきれ
いになる過程を学習した
ほか、水の汚れを除去する微生物の顕微鏡観察や
工作を体験しました。

親子下水道教室が開催されました

　置賜浄化センターでは、随時見学者を募集して
います。事前申し込みのうえ、地域や学校の皆さ
んで参加ください。
問・　県建設技術センター下水道事業所
（☎０２３－６５４－８４００）

【置賜浄化センターを見学しませんか】

■集めてみませんか「マンホールカード」
　全国各地でご当地マンホールをデザ
インしたカードを配布しています。コレ
クションや旅の思い出に集めてみては
いかがでしょうか。
　南陽市のカードは市水道庁舎で配布
しています。

30.９.１ （10）



夏休みに吉野川を探検
　吉野川の源流と鉱毒防止施設の探検が８月１日㈬、
吉野川流域で行われました。これは吉野川土地改良
区が主催で、吉野川流域の施設を巡りながら、吉野
川の役割や歴史を学ぶことを目的とした事業。11
回目となった今回は、沖郷小学校の５・６年生16
人が参加し、くぐり滝や南沢中和施設を見学した後、
実際に川に入り生き物調査に取り組みました。

▲虫取り網を持ち、アメンボや小魚等の生き物調査をする児童ら。

どきどき　図書館職員体験
　小学生による「１日図書館員体験」が８月２日㈭、
市立図書館で行われました。この事業は、図書館業
務を通して図書館や本に親しんでもらうことを目的
に、３～６年生を対象に毎年開催しています。参加
した児童らはエプロンを身に付け、カウンターでの
本の貸し出し・返却業務、図書の整理等、普段体験
できない図書館の仕事に真剣に取り組んでいました。

▼職員の丁寧な指導を受け、貸し出し業務を体験する子どもたち。

夏の風流　
とうろう
灯篭流し

▲灯篭は堤の周りに飾られたり（左）、堤に浮かべられたりして
　（右）、幻想的な空間を作り出していました。

見どころ満載 沖郷ふるさと祭り
　沖郷ふるさと祭りが８月14日㈫に沖郷公民館前
駐車場で開かれました。「子どもみこし」を皮切り
に、飛び入り参加できる「鍋田念仏踊り」や「盆踊
り」、各サークルの歌やダンスの発表などイベント
が目白押し。会場には屋台がずらりと並んだほか、
祭りの最後には夏の夜空を彩る大型花火が打ち上げ
られ、来場者の夏の思い出の１ページとなりました。

▼「鍋田念仏踊り」では、飛び入りの参加者も一緒になり、扇子
　を片手に威勢のいい踊りで雨乞いと五穀豊穣を願いました。威勢のいい掛け声で「みこし

 お くだ
御下り」

　熊野大社例大祭夜祭りが７月24日㈫に行われま
した。「みこし御下り」では、重さ400kgのみこし
を約100人の行者たちが担ぎ拝殿を周回。その後、
約60ｍの石段を「ワッショイ、ワッショイ」と威
勢のいい掛け声とともに下りました。勇壮な御下り
を一目見ようと集まった多くの見物客は、みこしを
担ぐ行者たちに拍手と声援を送っていました。

▲必死の形相でみこしを担ぎ、石段を下る行者たち。

「とれいゆ」で優雅な旅を
　ＪＲ山形新幹線のリゾート列車「とれいゆつば
さ」を使った「南陽市民号」が７月27日㈮、ＪＲ赤
湯駅ー栃木県那須塩原駅間で運行されました。５回
目となった今年は、約80人が参加。参加者は、振る
舞いのジュースや南陽産ワインを味わったり、足湯
や畳敷きの湯上りラウンジでくつろいだりしながら、
家族や友人と優雅な旅のひとときを満喫しました。

▼参加者は足湯につかりながら、車窓からの風景を満喫しました。

９月上旬見ごろ「ひまわり迷路」
　地域おこし協力隊の大場美奈さんが耕作放棄地の
利活用を目指して吉野地区の２か所に「ひまわり迷
路」を作りました。咲き始めの８月
23日㈭には梨郷・吉野児童館の園
児14人が小滝地内の迷路に挑戦し、
笑顔で駆け回りました。ご家族で挑
戦してみてはいかがでしょうか。

▲約1,500㎡の敷地に植えられたひまわり迷路をクリアし、笑顔で
　ポーズする子どもたち（前列）と大場さん（後列右から５人目）。

企画展「南陽ゆかりの歌人文人」
　市ゆかりの歌人文人を直筆の書や写真等とともに
紹介する企画展「南陽ゆかりの歌人文人」が、結城
豊太郎記念館で開催中です。宮内地区出身の作家

お
小

だじんじろう
田仁二郎と

せとうちじゃくちょう
瀬戸内寂聴のラブレター等、県外の資料

館や個人が所蔵する貴重な資料を多数展示。企画展
は10月14日㈰まで開催されています。同記念館は入
館無料ですので、この機会にぜひ足をお運びください。

▼江戸時代から現代までの市ゆかりの歌人文人が紹介されています。

今月の
スマイ

ル

　８月12日㈰、花見町古堤（赤湯地区）周辺で「花
祭り・灯篭流し」が行われました。会場には地区住
民手作りの灯篭70挺が用意され、堤に浮かべられた
ほか、特に優れたデザインの灯篭が堤の周りに飾ら
れ、訪れた人の目を楽しませていました。会場では
屋台が並んだほか、抽選会や花火大会など多くの催
しが行われ、来場者は夏の風流を味わっていました。

30.９.１（13） 30.９.１ （12）

至山形市
小滝小
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９月は「健康増進普及月間」です
１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後にクスリ　　～健康寿命を延ばしましょう～

■生活習慣の改善目標（「健康なんよう21（第２次）」の「市民の目標」より抜粋）と実践例

健康なんよう21（第２次）の中間評価に係るアンケート調査へのご協力ありがとうございました。
今年度中に結果を市ホームページに掲載する予定です。

問合せ先
すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

健康づくり発信局・受付時間においでください。
・各担当医は変更になる場合があります。
・けん診・予防接種については、市ホームページでもご覧になれます。
　　　　　　　　問合せ先　すこやか子育て課けん診係（☎40－1693）

保健と予防保健と予防
HEALTH健康だより

市民の健康づくりを応援する「健康なんよう21（第２次）」から

Ｂ型肝炎 １歳未満（標準的な接種時期
は、満２か月～９か月未満）

Ｈｉｂ（ヒブ） 平成30年７月生まれの方 満２か月～５歳未満

小児用肺炎球菌 満２か月～５歳未満

ＢＣＧ 満５か月～８か月未満
（標準的な接種時期）平成30年４月生まれの方

満３か月～７歳６か月未満平成30年６月生まれの方四種混合

麻しん風しん
第１期 満１歳～２歳未満

平成29年９月生まれの方

日本脳炎第１期 満３歳～７歳６か月未満平成27年９月生まれの方

水痘 満１歳～３歳未満

予防接種 対象者 接種期間

●９月の予防接種開始対象者

（持ち物）予診票、母子健康手帳
※誕生日以降に接種してください。

30.９.１（15） 30.９.１ （14）

平成30年６
月生まれの
方と前回未
受診の方

●３～４か月児健診

10/５
㈮

午後１時10分
　～１時30分

健康長寿
センター

公立置賜
総合病院
小児科・
整形外科

月日 受付時間 場所 内容 担当 対象者

診察（小児
科・整形外
科）、お話

（お　話）離乳食の進め方、予防接種の受け方
（持ち物）母子健康手帳、問診票、替えオムツ数枚、バスタオル
※会場に着いてから診察が終わるまで、授乳を控えてください。
※終了時間は午後４時頃です。

問すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

午前７時30分
　～９時

※該当日に受診できない方は、他の日程でも受診できます。
（持ち物）保険証、健診票、自己負担金、その他必要とする物
◆対象者
【特定健診・後期高齢者健診】①昭和54年３月31日までに
　生まれた方で南陽市国民健康保険被保険者の方②山形県
　後期高齢者医療広域連合被保険者の方
※①②以外の方は、保険証に記載してある医療保険者が行
　う健診を受けてください。
【胃がん・大腸がん・呼吸器検診】昭和54年３月31日まで
　に生まれた方

９/21
㈮

健康長寿
センター 椚塚一

９/28
㈮

南陽検診
センター 金山全地区

月日 受付時間 場所 地区

●特定健診、胃がん・大腸がん・呼吸器検診

むし歯なかったよ ７月の３歳児健診でむし歯がなかった子どもたち

たかはし　ひろむ くん やまぐち　そうすけ くん

えんどう　ゆきの ちゃん きむら　ようじ くん さとう　さやか ちゃん すずき　ちな ちゃん

なかにし　まひる ちゃん のざき　ちはる ちゃん はせべ　しん ちゃん ひぐち　りん ちゃん

すとう　りん ちゃんいとう　あみ ちゃん

　平成29年の日本人の平均寿命は男性81.09歳、女性87.26歳で、６年連続して延びています。
男性は初めて81歳を超えました。（厚生労働省平成29年簡易生命表より）
　健康意識が高まり、生活習慣改善の取り組みが進んでいることが影響していると分析されています。
今後も、食生活を改善したり、運動不足の解消・禁煙など生活習慣を改善したりして、平均寿命と
ともに「健康寿命」を延ばしましょう。

（持ち物）母子健康手帳、母子健康手帳副読本、筆記用具
※準備の都合上、９月28日㈮まで予約をお願いします。
※終了時間は午後４時頃です。

　問・　すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

月日 受付時間 場所 内容 対象者

●両親学級（こんにちは赤ちゃんコース
　～赤ちゃんを迎える準備をはじめましょう～）

10/４
㈭

午後１時
　～１時10分

健康長寿
センター

母乳について、育児と観察、
お風呂の入れ方、プレパパの
妊婦体験

妊娠届出
後の妊婦
とその夫

●子宮頸がん・乳がん検診（集団検診）

※該当日に受診できない方は、他の日程でも受診できます。
（持ち物）検診票、自己負担金（「新たなステージに入った
　がん検診の総合支援事業」の対象者には自己負担金を全 
　額助成します。送付されている無料クーポン券を受付に
　お出しください）

午後１時
～１時30分

南陽検診
センター

巻、平野、中野、辻柳、
塩釜、東川前、西川前、
西和田、東和田、竹原、
大町、神社前、山之内

月日 受付時間 場所 地区 対象者
《子宮頸がん検診》
20歳以上の女性
《 乳 が ん 検 診 》
40歳以上の女性
（年齢は平成31年 
 ３月31日時点）

10/５
㈮

９/25
㈫

吉野全地区、粡町（梨郷）、
上町、酒町（梨郷）、中巻

平成27年３
月生まれの
方と前回未
受診の方

●３歳児健康診査

10/10
㈬

午後１時
　～１時20分

シェルター
なんよう
ホール

《小児科》
三須　久子
《歯　科》
佐藤隆太郎

月日 受付時間 場所 内容 担当医 対象者
小児科・歯
科診察、尿
検査、計測、
その他

（持ち物）母子健康手帳、歯ブラシ、尿、問診票
※事前に郵送する検査用具で視力とささやき声の検査を済
　ませ、アンケートを記入してお持ちください。
※子どもの健康状態をわかる方が付き添ってください。
※終了時間は午後４時頃です。

問すこやか子育て課すこやか係（☎40－1691）

９月は「がん征圧月間」です
～がん検診　未来の自分にできること～

　（公財）日本対がん協会では、昭和35年から毎年９月を
「がん征圧月間」と定め、国や自治体と協力し、がんと
その予防についての正しい知識の徹底と早期発見・早期
治療の普及に取り組んでいます。
　積極的に検診を受診し、健康管理に努めましょう。
問すこやか子育て課けん診係（☎40－1693）

　子育て世帯の負担軽減のため、インフルエンザの予防
接種を受ける方に対して、接種費用の一部を助成します。
◆対象　接種日時点で市内に住所を有する中学３年生（平
　成15年４月２日～平成16年４月１日生まれの方）
◆対象期間　10月１日㈪から平成31年２月28日㈭までに
　接種した分
◆助成金額　上限２,０００円（１人１回限り）
※詳しくは、対象者に送付される通知文・助成券をご覧  
　ください。
問すこやか子育て課けん診係（☎40－1693）

中学３年生のインフルエンザ予防接種費用
の一部を助成します

運動
日常生活で積極的に
体を動かそう

▶▶▶近所への買い物は歩いて
行ってみる（10分多く歩くと、約
1,000歩になります）

休養・
心の健康
ストレスと
上手に付き合おう

▶▶▶温泉で心身ともに
リフレッシュする

生活習慣病
毎年健診を
受け、早期発見、
早期治療に努めよう

▶▶▶特定健診やがん検
診を受ける

歯と口の健康
生涯自分の歯で
食べよう

▶▶▶歯間ブラシや糸付
きようじを使い、ていね
いに歯磨きをしてみる

お酒
節度ある適切な
飲酒を心掛けよう

▶▶▶休肝日を設ける
（適量は日本酒なら１合、
ビールなら中ビン１本）

たばこ
たばこの害について
考えよう

▶▶▶禁煙に挑戦する（たばこは
健康を損なうだけでなく、肌の美
しさを失うことにもつながります）

栄養・食生活
野菜の多いバランスの
取れた食事をしよう

▶▶▶「毎日プラス１皿の野菜」
を取る（目標は１日３５０ｇ）
※平成28年県民栄養調査では１日
　２８５ｇの摂取量となっています。



ど
き
ど
き
文
化
財
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（
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９
９
６
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ど
だ
い
ら

お
お
す
ぎ

　

竹
原
地
区

の
梨
郷
神

社
か
ら
北

に
約
1.3
㎞
ほ

ど
行
っ
た

土
平
地
区

に
、
市
指
定
（
昭
和
47
年
指
定
）
の
天

然
記
念
物「
土
平
の
大
杉
」、通
称「
山

の
神
の
大
杉
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
天
然

杉
が
あ
り
ま
す
。
目
通
り
（
※
１
）
幹

回
り
約
6.5
ｍ
、
樹
高
は
約
25
ｍ
、
樹
齢

は
７
０
０
年
か
ら
８
０
０
年
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
主
幹
は
少
し
傾
い
て
い

ま
す
が
、
日
の
当
た
る
樹
上
の
方
は
枝

葉
が
茂
り
、
こ
ん
も
り
と
広
が
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
中
程
か
ら
下
の
方
は

葉
の
付
い
て
い
な
い
枝
が
四
方
に
垂
れ

下
が
る
よ
う
に
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
の

形
態
は
、
日
本
海
側
の
地
域
の
天
然
杉

に
見
ら
れ
る
特
徴
で
す
。

　
「
梨
郷
村
史
」
に
よ
る
と
、
こ
の
大

杉
は
、
平
家
の

お
ち
う
ど

落
人
（
※
２
）
中
川
良

元
の
家
臣
小
関

く
ら
の
す
け

庫
之
助
等
が
土
平
地
区

に
落
ち
着
い
た
際
に
、
自
分
の
屋
敷
に

山
の
神
を
ま
つ
り
、
ま
た
屋
敷
の
守
り

神
と
し
て
厳
島
神
社

   

か
ん
じ
ょ
う   

を
勧
請
（
※
３
）

し
合
祀
し
て
建
て
た
お
堂
の
神
木
と
し

て
植
え
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
木
の
根
は
数
百
年
の
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
、
根
の
下
に
数
人
が
入
る

こ
と
の
で
き
る
空
洞
が
で
き
、
根
元
に

建
っ
て
い
る
石
碑
は
根
の
成
長
に
伴
っ

て
根
に
挟
ま
れ
た
り
、
石
碑
の
下
の
土

砂
も
流
さ
れ
た
り
し
て
宙
に
浮
い
て
い

た
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
は
土
砂
に
埋
も
れ
た
の

か
、木
の
根
元
の
空
洞
も
小
さ
く
な
り
、

石
碑
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
杉
の
木
の

そ
ば
に
あ
っ
た
元
々
の
お
堂
は
無
く
な

り
、
昭
和
21
年
頃
に
建
て
替
え
ら
れ
た

と
い
う
お
堂
が
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん

で
い
ま
す
。
そ
こ
に
上
る
古
い
石
の
階

段
と
鳥
居
の
土
台
の
跡
が
歴
史
の
流
れ

と
重
み
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

地
域
で
は
、毎
年
４
月
の
第
１
日
曜
日

に
祭
礼
を
、
７
月
に
は
下
草
刈
り
な
ど

を
し
て
、
山
の
神
と
そ
の
神
木
と
し
て

の
大
杉
を
大
切
に
守
って
い
る
そ
う
で
す
。

　

郷
土
の
宝
で
あ
る
こ
の
大
杉
は
、
想

い
を
寄
せ
る
地
域
の
人
々
の
手
で
、
未

来
へ
と
受
け
継
が
れ
さ
ら
な
る
成
長
の

歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
・
山
口
吉
子

※
１
＝
人
の
目
の
高
さ
の
位
置
。

※
２
＝
源
平
合
戦
で
源
氏
に
敗
北
し
て

　

各
地
に
落
ち
の
び
た
平
家
側
の
者
。

※
３
＝
神
仏
の
分
霊
を
他
の
場
所
に
移

　

し
ま
つ
る
こ
と
。

「
土
平
の
大
杉
」（
市
指
定
天
然
記
念
物
）

［創作童話の部］
小学校高学年の部　最優秀作品

オススメの一冊

新着図書紹介
［配置場所］新着コーナー
・下町ロケット ゴースト

池井戸潤／著
・秘録　島原の乱　　加藤廣／著
・むすびつき　　　　畠中恵／著
・佐藤ママの子育てバイブル

佐藤亮子／著
［配置場所］こどもの森コーナー
・妖怪ビジュアル大図鑑

水木しげる／著
・南西の風やや強く　吉野万理子／著
・わけあって絶滅しました。

丸山貴史／著
・角川アニメ絵本　未来のミライ

細田守／原作

※今回紹介した本以外にも多数の
　新着図書を取りそろえています。

図書館だより
市立図書館（☎43－2 2 1 9 ）

○は休館日

9 月の図書館カレンダー
土金木水火月日

　そもそもスマホとは何か？買う時
にどんな点に注意すればよいのか？
上手な使い方とは？スマホに関する
疑問や活用方法を、シニア世代に向
けて、分かりやすく解説する本です。

石川結貴／著
出版／花伝社

人生を豊かにする
スマホとの付き合い方

30.９.１ （16）

第31回（平成29年度）

島貫　律 さん
沖郷小学校６年

【しまぬき　りつ】

須藤克三賞 最優秀作品紹介

イベント

　読み聞かせ室で開催します。どなたでも参加できますの
で、ぜひお立ち寄りください。
【おはなし会】
■しんちゃんおはなし会（話し手＝しんちゃんおはなし会）
　▽日時　９月22日㈯午前11時
【市立図書館おたのしみ会】　
　▽日時　９月15日㈯午前11時

■ふるさと祭り龍桜會写真展
　▽期間　９月１日㈯～12日㈬
　　　　　※初日は午後１時から、最終日は午後５時まで。
■南陽のバラまつり写真コンテスト
　▽期間　９月15日㈯～30日㈰
　　　　　※最終日は午後３時まで。

えくぼプラザ 市民ギャラリー （午前９時～午後９時）
問赤湯公民館（☎43－3 4 6 6 ）

開 館 時 間

午前10時～午後８時火～金曜
午前10時～午後５時土・日曜
午前10時～午後５時17日㈪・24日㈪

※８日㈯・９日㈰は、赤湯温泉ふる
　さと祭りのため臨時閉館します。

※次回の掲載は11月１日号です。作文（小学校低学年）の部「大すき」吉田佳穂さんの作品を紹介します。

　

ぼ
く
は
、
今
年
で
三
年
生
に
な
っ
た
。
自

分
で
言
う
の
も
何
だ
け
ど
、
ご
く
普
通
の
、

ク
ラ
ス
で
も
全
然
目
立
た
な
い
小
学
生
。

　

夏
休
み
に
入
っ
た
あ
る
日
、
ぼ
く
の
家
に

一
匹
の
ね
こ
が
来
た
。学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
、

家
の
中
に
い
た
の
だ
。
び
っ
く
り
し
て
、
お

母
さ
ん
に

「
こ
の
ね
こ
、
ど
う
し
た
の
？
」

と
聞
い
た
ら
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
病
院
に
い
る
間
、
預
か

る
こ
と
に
な
っ
た
の
よ
。ミ
ケ
っ
て
名
前
よ
。」

と
返
っ
て
き
た
。
ぼ
く
は
、
動
物
を
育
て
る

の
は
初
め
て
で
、
き
ん
張
し
て
き
た
。
ね
こ

は
、
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ぼ
く
た

ち
の
出
会
い
だ
っ
た
。　

　

夏
休
み
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
あ
る
日
、

お
つ
か
い
を
た
の
ま
れ
た
。
お
つ
か
い
は
め

ん
ど
う
だ
け
ど
、
そ
の
と
ち
ゅ
う
の
坂
道
を

自
転
車
で
下
る
の
は
好
き
だ
。
自
転
車
の
ペ

ダ
ル
に
足
を
か
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
あ
る

視
線
に
気
が
付
い
た
。
ミ
ケ
だ
。
あ
ん
ま
り

じ
っ
と
見
つ
め
る
か
ら
、
じ
ょ
う
だ
ん
の
つ

も
り
で
声
を
か
け
て
み
た
。

「
ミ
ケ
、
い
っ
し
ょ
に
行
く
か
？
」

人
間
の
言
葉
が
分
か
る
は
ず
な
い
よ
な
。
ぼ

く
は
、
も
う
一
度
、ペ
ダ
ル
に
足
を
か
け
て
、

前
を
見
た
。

「
ニ
ャ
ー
。」

な
ん
と
、
ミ
ケ
が
自
転
車
の
カ
ゴ
に
乗
っ
て

い
る
で
は
な
い
か
。

「
ミ
ケ
、
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
ろ
よ
！
」

ぼ
く
は
、
自
転
車
を
力
強
く
こ
ぎ
出
し
た
。

　

い
つ
も
の
坂
道
に
つ
い
た
。
正
面
に
海
辺

が
広
が
る
景
色
が
き
れ
い
で
、
ぼ
く
の
お
気

に
入
り
の
場
所
。

「
こ
こ
の
景
色
は
、す
ご
く
き
れ
い
な
ん
だ
よ
。

行
く
ぞ
！
」

ミ
ケ
に
話
し
か
け
る
と
、
ミ
ケ
は
、

「
ニ
ャ
ー
。」

と
返
事
を
し
た
。
ミ
ケ
の
茶
色
と
黒
の
混

じ
っ
た
毛
を
な
び
か
せ
る
風
が
気
持
ち
よ

か
っ
た
。
目
の
前
に
広
が
る
海
が
キ
ラ
キ
ラ

か
が
や
い
て
見
え
た
。
ぼ
く
の
お
気
に
入
り

の
場
所
が
、
ぼ
く
ら
の
お
気
に
入
り
の
場
所

に
な
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
も
、
何

度
も
、い
っ
し
ょ
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
た
。

　

始
業
式
、
久
し
ぶ
り
の
ふ
ん
い
き
に
、
ク

ラ
ス
が
ざ
わ
ざ
わ
し
て
い
る
。
ん
？
み
ん
な

が
ぼ
く
を
見
て
い
る
？
ジ
ャ
ム
つ
い
て
な
い

よ
な
…
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
ま
さ
と
君
が
近

づ
い
て
き
た
。

「
ね
こ
、
飼
っ
て
る
ん
だ
よ
ね
？
」

と
つ
ぜ
ん
の
質
問
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、

「
そ
う
だ
け
ど
…
、
何
で
？
」

と
答
え
た
。
そ
う
し
た
ら
、
今
度
は
か
ず
ま

君
が
、

「
土
曜
日
、
ね
こ
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
て
い

る
の
見
た
ん
だ
よ
。」

と
言
っ
た
。そ
う
い
え
ば
、か
ず
ま
君
の
家
、

坂
に
近
い
ん
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
、
た
く
さ

ん
の
人
か
ら

「
今
度
、
ね
こ
見
に
行
っ
て
い
い
？
」

と
話
し
か
け
ら
れ
た
。
ミ
ケ
の
お
か
げ
で
、

初
め
て
人
気
者
に
な
れ
た
の
だ
。
家
に
帰
っ

て
、
さ
っ
そ
く
ミ
ケ
に
報
告
し
た
。

「
ミ
ケ
の
お
か
げ
で
、
学
校
で
人
気
者
に
な

れ
た
ん
だ
よ
。」

ミ
ケ
は

「
ニ
ャ
ー
。」

と
う
れ
し
そ
う
に
鳴
い
た
。

　

ミ
ケ
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
行
く
の
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
た
あ
る
日
、
お
母
さ
ん
に

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
元
気
に
な
っ
て
、
退
院

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
。」

と
言
わ
れ
た
。

「
よ
か
っ
た
ね
！
よ
か
っ
た
！
よ
か
っ
…
。」

と
喜
び
な
が
ら
、
急
に
不
安
な
気
持
ち
が
こ

み
上
げ
て
き
た
。
ぼ
く
は
、

「
ミ
ケ
は
？
」

と
聞
い
た
。
お
母
さ
ん
は
、

「
さ
び
し
い
け
ど
、
お
別
れ
ね
。」

と
言
っ
た
。数
日
後
、ミ
ケ
は
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
も
と
に
帰
っ
て
い
っ
た
。

　

ミ
ケ
の
い
な
い
休
日
。
空
っ
ぽ
の
か
ご
の

ま
ま
、自
転
車
を
こ
ぎ
出
す
。い
つ
も
の
景
色

が
、色
あ
せ
て
見
え
た
。目
に
は
、涙
が
た

ま
っ
て
い
た
か
ら
、
実
際
に
ぼ
や
け
て
い
た

ん
だ
け
ど
。
ミ
ケ
と
の
楽
し
い
思
い
出
が
浮

か
ん
で
は
消
え
、
今
度
は
、
涙
が
あ
ふ
れ
て

き
た
。も
う
帰
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
も
、い

つ
も
の
坂
道
ま
で
き
て
し
ま
っ
た
。そ
の
時
、

「
ニ
ャ
ー
。」

と
い
う
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
。
そ
ら
耳
だ
よ

な
…
。
い
や
、
こ
の
声
は
…
間
違
い
な
い
、

ミ
ケ
の
声
だ
。

「
ミ
ケ
、
い
る
の
か
い
？
」

「
ニ
ャ
ー
。」

と
い
う
返
事
が
し
た
か
と
思
う
と
、
茶
色
い

か
た
ま
り
が
ぼ
く
の
胸
に
飛
び
込
ん
で
き

た
。
後
ろ
に
は
、
笑
顔
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

立
っ
て
い
る
。

「
ミ
ケ
が
ね
、
私
を
こ
こ
ま
で
連
れ
て
き
た

の
よ
。
こ
の
場
所
が
よ
ほ
ど
気
に
入
っ
て

い
る
よ
う
ね
。」

「
そ
れ
は
そ
う
だ
。
だ
っ
て
、
ぼ
く
ら
の
お

気
に
入
り
の
場
所
だ
も
ん
な
！
こ
の
坂
道

は
、お
前
と
いっ
し
ょ
に
下
ら
な
く
ち
ゃ
な
！
」

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
元
気
よ
く
答
え
な
が

ら
、
い
つ
も
の
場
所
に
ミ
ケ
を
乗
せ
て
、
お

も
い
っ
き
り
自
転
車
を
こ
ぎ
出
し
た
。
風
が

気
持
ち
い
い
。
今
日
も
、
目
の
前
に
広
が
る

海
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
た
。

「
ぼ
く
ら
の
お
気
に
入
り
の
場
所
」

沖
郷
小
学
校
５
年
（
現
沖
小
６
年
）

　
　
　

島
貫　

律

　受賞したときは、驚くと
同時にうれしかったと答え
てくれた律さん。話の流れ
や会話、セリフを考えること
が大変だったそうです。将
来は、明るく楽しい人にな
りたいとのこと。今後のご
活躍を期待しています。

【インタビュー】
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９月９日㈰は救急の日
救急について考えてみませんか 「市長とみらいトーク」を開催します

問・　管理課管理係（☎40－８４４９）

問南陽消防署（☎43－３５００）

申

　子どもが多い家庭の教育費に係る保護者の負担軽減を図るため、保護者が負担した給食費を助成金として交付す
る「第３子以降学校給食費無料化」の受け付けを行います。

30.９.１（19） 30.９.１ （18）

問みらい戦略課広報情報係（☎40－０２４９）

敬老会にお越しください
じいちゃん、ばあちゃん、ますますお元気で 問社会福祉協議会（☎43－５８８８）

◆助成対象者　現に子どもが３人以上いる保護者　
　▽上の子どもの年齢制限、就労の有無は問いません
　▽上の子どもが世帯分離している場合も第１子と数えます
◆助成対象の児童生徒　助成対象者の３番目以降の子
　どもで、市内小中学校の児童生徒
◆所得要件・助成率

◆申請期間　９月３日㈪～11月30日㈮（期限厳守）
◆申請方法　各小中学校および管理課に備え付けの申
　請書に記入のうえ、提出してください

※申請書は市のホームページからもダウンロードでき
　ます。
◆提出先　教育委員会管理課（郵送可）
※提出された申請書の審査・交付決定通知後に、助成
　金が交付されます。
◆支払基準日　平成31年３月１日㈮
※基準日に南陽市に住民登録があることが条件です。
◆注意事項
▽給食費の未納がある場合は交付されません
▽保護者が被扶養者である場合は、同一世帯の別の主
　宰者の市民税所得割課税額を合算します
▽子どもが世帯分離している場合は、申請の際に戸籍
　謄本等の提出が必要です
※その他不明な点は、ご相談ください。

「第３子以降学校給食費無料化」
についてお知らせします

　「対話で生まれる住みやすいまち南陽」
を目指し、地域の課題やまちづくりについ
て、市民の皆さんと市長が直接意見を交換
するものです。多くの皆さんのご参加をお
待ちしています。
◆対話形式　原則としてフリートーク
◆時間　午後７時～８時30分
◆開催日程

　９月17日㈪は「敬老の日」です。
長年、社会や地域のために貢献され
た皆さんの長寿をお祝いして、今年
も市内９か所で敬老会を開催します。
　楽しいアトラクションを用意して、
皆さんのお越しをお待ちしています。

開催日 会場地区
吉野公民館 ９ 月26日㈬吉野
金山公民館10月２日㈫金山
宮内公民館10月３日㈬宮内
赤湯公民館10月９日㈫赤湯
漆山公民館10月10日㈬漆山
沖郷公民館10月11日㈭沖郷
中川公民館10月15日㈪中川
梨郷公民館10月19日㈮梨郷

日時 会場地区
梨郷小学校体育館９月２日㈰　午前９時30分梨郷
中川公民館９月９日㈰　午前10時中川
ハイジアパーク南陽９月９日㈰　午前10時45分金山
語り部の館９月10日㈪　午前10時30分漆山
交流プラザ蔵楽９月14日㈮　午後１時30分宮内
沖郷中学校武道場９月16日㈰　午後１時30分沖郷
小滝多目的集会施設９月17日㈪　午前10時小滝
シェルターなんようホール
荻小学校体育館

９月27日㈭　午前９時40分
９月30日㈰　午前10時

赤湯
荻・下荻・太郎

市民税所得割課税額の保護者合計 助成率 保護者年収計

非課税または121,000円未満 100％ 530万円

121,000円～169,000円未満 50％ 640万円

169,000円～213,000円未満 25％ 750万円

あなたの
お聞かせください

を声

◆対象　数え年75歳以上の方
◆開催日程

▼昨年度の各会場での様子

▲昨年の敬老会の様子（宮内地区）

【吉野】

【赤湯】

【宮内】

【金山】

【漆山】

【梨郷】

【中川】

【沖郷】

【漆山】

【梨郷】

【中川】

【沖郷】

　市民の皆さんの幅広い意見を市政に反映していくことを目的に、市長が市民の皆さんの希望により各地区公民
館や集会施設等に出向き、各種団体やグループ等のさまざまな年齢層の方々と直接語り合います。
　希望する団体やグループの代表者等の方は、開催希望日のおおよそ14日前までにご連絡ください。
　・　みらい戦略課広報情報係（☎40－０２４９）

■「市長の出前～市長の訪問広聴会～」を開催しています

　けがや病気は予防することが大切です。しかし、あ
なたにとって大切な人が、万が一けがや病気になって
しまった場合には、身近にいるあなたの１１９番通報
や応急手当・救命処置（心肺蘇生やＡＥＤの使用等）
が必要不可欠となります。
　大切な人の命を救うために
今一度、応急手当や救命処置
について考えてみましょう。

　平成29年の南陽消防署における
出動件数は、１,３２４件（うち
１,２５４人搬送）を記録してい
ます。
　しかし、搬送された方のうち、約半数の45％（５
７０人）が入院の必要がない方となっています。
　本当に救急車を必要としている方のために、救急
車の適正利用にご協力よろしくお願いします。

■救急講習会について

【大切な人の命を救えるのはあなたです】 【救急車を上手に使いましょう】

【傷病程度別救急搬送者割合】

▶
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

　

外
式
除
細
動
器
）

　南陽消防署では救急講習
会を受け付けています。希
望する方は、お気軽に問い
合わせください。
◆内容　心肺蘇生法、ＡＥ
　Ｄの使い方、けがの応急
　手当など
◆講習時間　▽普通救命講習会＝３時間▽救命入
　門コース＝90分
問・　南陽消防署（☎43－３５００）

入院治療の
必要なし
45％１日～３週間未満の

入院治療を必要
41％

３週間以上の
入院治療を必要
12％

その他（死亡含む）
２％

申

※年収は参考。



【
ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に
】

▽
ク
マ
は
人
の
接
近
を
い
ち
早
く

　

察
知
し
、
人
を
避
け
ま
す
。
ラ

　

ジ
オ
や
鈴
な
ど
で
音
を
出
し
て

　

行
動
し
て
く
だ
さ
い

▽
ク
マ
の
ふ
ん糞
や
足
跡
を
見
つ
け
た

　

ら
速
や
か
に
引
き
返
す
か
迂
回

　

し
て
く
だ
さ
い

【
ク
マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
ら
】

▽
小
グ
マ
に
出

　

会
っ
た
ら
そ
っ

　

と
立
ち
去
っ
て

　

く
だ
さ
い
。
親

　

グ
マ
が
近
く
に

　

い
て
危
険
で
す

▽
ク
マ
は
逃
げ
る

　

も
の
を
追
い
か
け
る
習
性
が
あ

　

り
ま
す
。
ク
マ
ま
で
距
離
が
あ

　

れ
ば
、
そ
っ
と
立
ち
去
っ
て
く

　

だ
さ
い

【
ク
マ
を
人
里
に
引
き
寄
せ
な
い
】

▽
人
家
の
周
り
や
畑
に
残
飯
を
捨

　

て
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
見
通
し
の
悪
い
場
所
や
畑
周
辺

　

の
や
ぶ
を
刈
っ
て
く
だ
さ
い

【
ク
マ
を
目
撃
し
た
ら
】

▽
南
陽
警
察
署
（
☎
50
|
０
１
１

　

０
）
ま
た
は
左
記
に
連
絡
し
て

　

く
だ
さ
い

問
総
合
防
災
課
管
理
係
（
☎
40
|

０
２
６
４
）

　

10
月
１
日
を
調
査
期
日
に
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
が
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
で

は
、
住
宅
に
関
す
る
こ
と
や
土
地

の
保
有
状
況
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
調
査
し

ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

は
、
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

が
、
調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
へ
の
回
答
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
回
答
ま
た
は
紙
の
調
査

票
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作

成
・
分
析
す
る
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

問
み
ら
い
戦
略
課
企
画
調
整
係

（
☎
40
|
０
２
４
８
）

　

観
覧
希
望
の
方
は
、
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
期
日　

10
月
14
日
㈰

◆
場
所　

山
形
テ
ル
サ（
山
形
市
）

◆
対
象　

確
実
に
鑑
賞
で
き
る
方

◆
申
込
締
切　

９
月
20
日
㈭

※
今
年
度
に
開
催
さ
れ
た
公
演
の

　

招
待
券
を
配
布
さ
れ
た
方
は
ご

　

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
・ 

社
会
教
育
課
文
化
係
（
☎

40
|
８
９
９
６・℻
40
|
３
３
８
８
）

◆
募
集
住
宅　

市
営
桜
木
住
宅
２

　

号
棟
１
階

◆
募
集
戸
数　

１
戸

◆
部
屋
数　

３
DK
（
６
畳
|
６
畳

　

|
６
畳
|
DK
）

◆
家
賃
（
月
額
）　

１
万
７
９
０

　

０
円
〜
（
収
入
に
応
じ
た
額
）

◆
入
居
要
件　

▽
親
族
と
同
居
▽

　

所
得
制
限
あ
り
▽
ペ
ッ
ト
不
可

◆
募
集
期
間　

９
月
６
日
㈭
〜
９

　

月
19
日
㈬

◆
持
ち
物　

印
鑑
等

◆
入
居
時
期　

10
月
中
（
予
定
）

問
・　

建
設
課
建
築
住
宅
係
（
☎

40
|
８
３
９
６
）

◆
品
種　
▽
①
つ
や
姫
▽
②
雪
若
丸

◆
申
込
方
法　
▽
①
②
市
農
林
課
、

　

JA
山
形
お
き
た
ま
各
支
店
・
出

　

張
所
▽
②
県
農
業
技
術
普
及
課

　

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記
入

　

し
、
左
記
ま
で
申
し
込
み

◆
申
込
締
切　

９
月
14
日
㈮

※
認
定
に
は
水
田
経
営
面
積
等
の

　

要
件
が
あ
り
、平
成
30
年
産
の
生

　

産
認
定
者
も
申
請
が
必
要
で
す
。

問
・　
▽
①
農
林
課
農
業
振
興
係

（
☎
40
|
８
３
１
０
）▽
②
県
農
業

技
術
普
及
課（
☎
57
|
３
４
１
１
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
米
、
果
樹
、
製
菓
な
ど
、
自

慢
の
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
で
全
国

に
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
採
用

に
な
っ
た
返
礼
品
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
採
用
に
は
要
件
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
・　

商
工
観
光
課
地
域
振
興
係

（
☎
40
|
８
２
９
６
）

◆
期
日　

11
月
17
日
㈯
〜
18
日
㈰

◆
場
所　

ふ
る
さ
と
バ
ザ
ー
ル
会

　

場
（
東
京
都
八
王
子
市
）

◆
対
象　

市
の
物
産
（
農
産
物
・

　

お
菓
子
等
）
販
売
業
者

◆
定
員　

５
者
（
社
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に

　

な
り
ま
す
。

◆
申
込
締
切　

９
月
12
日
㈬

※
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
、
保
健
所
許

　

可
申
請
等
は
準
備
し
ま
す
が
、

　

電
源
は
別
途
申
し
込
み
が
必
要

　

で
す
。

※
税
務
署
へ
の
酒
類
許
可
申
請
は

　

出
店
者
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・　

市
観
光
協
会
（
☎
33
|
９

５
１
２
）

30.９.１（21） 30.９.１ （20）

Information南陽市役所代表（☎40－3 2 1 1）　問は問合せ先、　は申込み先申

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

の
招
待
券
を
配
布
し
ま
す

第
39
回
八
王
子
い
ち
ょ
う

祭
り
物
産
販
売
業
者

「
つ
や
姫
」
生
産
者
・

「
雪
若
丸
」
生
産
組
織

広
　
告

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

お
知
ら
せ

市
営
住
宅
入
居
者

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
事
業
者

募
集

　

９
月
10
日
か
ら
16
日
は
、
自
殺

予
防
週
間
で
す
。
心
の
悩
み
を
抱

え
て
い
る
方
は
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
窓
口

▽
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

　

ヤ
ル
＝
☎
０
５
７
０
|
０
６
４

　

|
５
５
６

▽
心
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
＝
☎

　

０
２
３
|
６
３
１
|
７
０
６
０

※
相
談
料
無
料
、
通
話
料
有
料
。

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
、
IP
電
話
等
か
ら

　

の
接
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
期
間　

９
月
10
日
㈪
〜
16
日
㈰

◆
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
期
間
以
外
は
平
日
の
午
前
９
時

　

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
で

　

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
県
地
域
福
祉
推
進
課
（
☎
０
２

３
|
６
３
０
|
２
２
６
９
）

　

大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ
れ

た
方
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓

口
と
し
て
「
個
別
相
談
」
お
よ
び

「
集
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
ず
は
お

電
話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
２
３
|
６
７
４
|
０
１

３
９
）

◆
日
時　

10
月
21
日
㈰
午
前
11
時

　

30
分

◆
場
所　

宮
内
小
学
校
駐
車
場

◆
定
員　

先
着
12
チ
ー
ム

◆
募
集
内
容　

▽「
南
陽
の
生
産
物
を
使
用
し
た
鍋
」

　

を
最
低
80
食
作
り
販
売
し
ま
す

▽
購
入
者
の
投
票
に
よ
り
順
位
を

　

決
定
の
う
え
表
彰
し
、
上
位
チ

　

ー
ム
に
は
賞
を
授
与
し
ま
す

▽
参
加
チ
ー
ム
に
は
事
前
説
明
会

　

を
開
催
し
、
準
備
金
５
０
０
０

　

円
を
お
渡
し
し
ま
す

▽
ど
ん
ぶ
り
・
は
し
は
準
備
し
ま

　

す
が
、
出
店
者
に
実
費
で
購
入

　

し
て
い
た
だ
き
ま
す

問
・　

宮
内
公
民
館
（
☎
47
|
３

１
１
２
）

　

赤
湯
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

伝
統
芸
能
「
白
竜
ば
や
し
」
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象　

小
学
校
３
年
生
〜
概
ね

　

60
歳
の
方

◆
練
習
場
所　

え
く
ぼ
プ
ラ
ザ

※
練
習
日
時
に
つ
い
て
は
、
左
記

　

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・　

白
竜
ば
や
し
保
存
会
髙
橋

（
☎
０
９
０
|
１
４
９
４
|
２
３
６
６
）

◆
募
集
職
種　

▽
①
看
護
師
▽
②

　

薬
剤
師
▽
③
理
学
療
法
士
▽
④

　

作
業
療
法
士
▽
⑤
言
語
聴
覚
士

　

▽
⑥
臨
床
工
学
技
士

◆
採
用
予
定
人
数　

▽
①
11
人
程

　

度
▽
②
〜
⑥
若
干
名

◆
受
験
資
格　

▽
①
昭
和
49
年

　

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　

で
、
当
該
職
種
の
免
許
を
有
す

　

る
方
、
ま
た
は
平
成
31
年
６
月

　

30
日
ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得

　

す
る
見
込
み
の
方
▽
②
〜
⑥
昭

　

和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
方
で
、
当
該
職
種
の
免
許

　

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
31

　

年
６
月
30
日
ま
で
に
当
該
免
許

　

を
取
得
す
る
見
込
み
の
方

◆
採
用
予
定
年
月
日　

平
成
31
年

　

４
月
１
日

◆
試
験
期
日　

９
月
30
日
㈰

◆
試
験
会
場　
公
立
置
賜
総
合
病
院

◆
申
込
締
切　

９
月
12
日
㈬
必
着

※
試
験
案
内
は
置
賜
広
域
病
院
企

　

業
団
事
務
局
総
務
企
画
課
等
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。
同
企
業
団

　

HP
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

問
・　

置
賜
広
域
病
院
企
業
団
総

務
企
画
課
（
☎
46
|
５
０
０
０
）

日
本
赤
十
字
社
職
員

◆
募
集
職
種　

▽
一
般
事
務
▽
看

　

護
師

◆
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

◆
申
込
締
切　

９
月
10
日
㈪
必
着

※
申
込
方
法
等
は
、
同
社
山
形
県

　

支
部
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
・　

日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支

部
総
務
課
（
☎
０
２
３
|
６
４
１

|
１
３
５
３
）

　

10
月
〜
平
成
31
年
３
月
開
催
分

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上

　

の
方

◆
定
員　

29
人

◆
募
集
期
間　

９
月
25
日
㈫
〜
28

　

日
㈮

◆
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
30
分

◆
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
第
１
回
目
は
10
月
11
日
㈭
で
す
。

問
・　

太
陽
の
里
ふ
た
ば
（
☎
59 

|
４
３
３
３
）

「
菊
の
南
陽・な
ん
じ
ょ
鍋
」

出
店
者

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

職
員
採
用
試
験

生
き
が
い
教
室

「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」
参
加
者

あ
な
た
の
心
、

疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か

伝
統
芸
能「
白
竜
ば
や
し
」会
員

日
本
赤
十
字
社
職
員

自
死
遺
族
相
談

相
談

　長期不在や用務多忙で「マイナンバー（個人
番号）カード」を平日の受付時間内に市役所
窓口で受け取れない方のため、下記の日程で
休日窓口を開設します。休日の受け取りには
事前予約が必要ですので、下記までご連絡くだ
さい。
◆開設日　９月30日㈰、11月25日㈰
◆交付時間　午前９時～正午
※当日の予約分の交付が終了した時点で、交付時
　間内でも窓口を閉じる場合があります。
◆交付場所　市民課（市役所１階１番窓口）
◆必要書類　本人がマイナンバーカードを受け取
　る場合や代理人が受け取る場合で必要な書類等
　がそれぞれ異なりますので、交付通知書（はが
　き）等で確認ください
◆予約受付日時　平日の午前８時30分～午後５時
　15分
◆予約方法　電話での予約　
※予約をしていない方のマイナンバーカードの受
　け取りはできません。
※当日は、マイナンバーカードの受け取り以外の
　手続きはご利用できません。
問・　市民課市民係（☎40－８２４３）

「マイナンバー（個人番号）カード」の
休日臨時交付窓口を開設します（予約制）

申

申 申

申

申

申

申申申

申

申

申



◆
日
時　

９
月
９
日
㈰
午
前
11
時

　

〜
午
後
１
時
20
分

◆
場
所　

ほ
な
み
荘

◆
内
容　

敬
老
会
（
表
彰
）、
芋

　

煮
交
流
会
、
抽
選
会
等

問
ほ
な
み
荘（
☎
47
|
６
０
０
０
）

【
赤
湯
温
泉
観
光
朝
市
】

◆
日
時　

２
日
㈰
、
16
日
㈰
午
前

　

６
時
〜
７
時
30
分

◆
場
所　

え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
駐
車
場

【
り
ん
ご
う
朝
市
】

◆
日
時　

毎
週
日
曜
日
午
前
７
時

　

〜
８
時

◆
場
所　

の
川
や
駐
車
場

【
げ
ん
き
熊
野
市
】

◆
日
時　

15
日
㈯
午
前
10
時
〜
正

　

午
頃

◆
場
所　

き
ら
や
か
銀
行
宮
内
支

　

店
付
近

問
南
陽
の
朝
市
運
営
協
議
会
（
☎

47
|
２
３
７
６
）

◆
日
時　

９
月
14
日
㈮
午
後
２
時

　

30
分
開
演

◆
場
所　

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う

　
ホ
ー
ル（
市
文
化
会
館
）大
ホ
ー
ル

問
学
校
教
育
課
指
導
係
（
☎
40
|

８
４
５
４
）

◆
日
時　

９
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
９
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で
。

◆
場
所　

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う

　

ホ
ー
ル
（
市
文
化
会
館
）

◆
内
容　
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
作
品
展
示

◆
入
場
料　

無
料

問
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
花
工

房
（
☎
43
|
３
３
６
４
）

◆
日
時　

９
月
29
日
㈯
午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所　

結
城
豊
太
郎
記
念
館

◆
定
員　

小
学
生
先
着
25
人

◆
参
加
費　

２
０
０
円

◆
申
込
期
間　

９
月
15
日
㈯
か
ら

問
・　

結
城
豊
太
郎
記
念
館
（
☎

43
|
６
８
０
２
）

◆
期
間　

９
月
14
日
㈮
〜
30
日
㈰

◆
場
所　

市
立
図
書
館

◆
内
容　

シ
ニ
ア
層
の
方
に
お
す

　

す
め
の
「
大
活
字
本
（
文
字
が

　

大
き
く
見
や
す
く
な
っ
て
い
る

　

本
）」
を
中
心
に
展
示
し
ま
す

問
市
立
図
書
館（
☎
43
|
２
２
１
９
）

◆
日
時　

９
月
16
日
㈰
午
後
４
時

　
（
開
場
は
午
後
３
時
30
分
か
ら
）

◆
場
所　

交
流
プ
ラ
ザ
蔵
楽

◆
入
場
料　

無
料

※
会
場
に
は
ド
リ
ン
ク
＆
フ
ー
ド

　

コ
ー
ト
（
有
料
）
が
あ
り
ま
す
。

問
市
バ
ン
ド
連
絡
協
議
会
・
嵐
田

（
☎
43
|
４
８
１
２
）

◆
期
日　

10
月
２
日
㈫
・
17
日

　

㈬
・
30
日
㈫

◆
時
間　

午
後
３
時
〜
５
時

◆
場
所　

宮
内
公
民
館

◆
定
員　

先
着
12
人

◆
講
師　

髙
橋
一
司
（
赤
湯
温
泉

　

調
理
師
会
）

◆
持
ち
物　

包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

頭
に
か
ぶ
る
も
の
、
手
ぬ
ぐ
い

◆
受
講
料　

３
０
０
０
円

◆
申
込
方
法　

宮
内
公
民
館
に
備

　

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え

　

て
申
し
込
み

◆
申
込
期
間　

９
月
６
日
㈭
か
ら

問
・　

宮
内
公
民
館
（
☎
47
|
３

１
１
２
）

◆
日
時　

９
月
30
日
㈰
午
後
１
時

　

30
分
〜
５
時

◆
場
所　

糠
野
目
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
高
畠
町
）
集
合

◆
内
容　

▽
講
演
会
▽
高
畠
町
内

　

の
伊
達
家
関
連
の
史
跡
巡
り

◆
参
加
料　

５
０
０
円

◆
申
込
締
切　

９
月
20
日
㈭

問
・　

高
畠
町
観
光
協
会
・
大
浦

（
☎
57
|
３
８
４
４
）

◆
参
加
料　

無
料

◆
申
込
締
切　

９
月
21
日
㈮

※
詳
細
は
同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
・　

市
雇
用
創
造
協
議
会
（
☎

43
|
４
５
５
２
）

◆
期
日　

９
月
21
日
㈮

◆
時
間　

午
前
９
時
30
分

◆
場
所　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー
事
務
所

◆
対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上

　

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

問
･　

（
公
社
）
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー（
☎
43
|
６
３
７
３
）

　
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
が

個
別
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

９
月
16
日
㈰
午
後
１
時

　

〜
４
時

◆
場
所　

あ
こ
や
会
館（
山
形
市
）

◆
対
象　

結
婚
を
希
望
す
る
方

◆
定
員　

12
人

◆
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
℻
で

　
ふ
り
が
な

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
左

　

記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

◆
申
込
締
切　

９
月
14
日
㈮

問
・　

や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
☎
０
２
３

|
６
１
５
|
８
７
５
５
・
℻
０
２

３
|
６
６
５
|
５
４
９
８
）

◆
日
時　

10
月
１
日
㈪
午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

◆
場
所　

山
形
市
役
所

◆
内
容　

不
動
産
の
空
き
家
、
法

　

律
や
税
務
な
ど
の
相
談

問
（
公
社
）
全
日
本
不
動
産
協
会

山
形
県
本
部
（
☎
０
２
３
|
６
４

２
|
６
６
５
８
）

　

B
型
肝
炎
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
給
付
金
支
給
手
続
き
に
関
す
る

弁
護
士
に
よ
る
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
６
日
㈯
・
13
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
相
談
方
法　

開
催
時
間
内
に
左

　

記
に
電
話

※
通
話
料
有
料
。

問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

（
☎
０
２
５
|
２
２
３
|
１
１
３
０
）

◆
日
時　

▽
①
10
月
13
日
㈯
午
前

　

▽
②
11
月
10
日
㈯
午
前

◆
場
所　

▽
①
米
沢
工
業
高
校
▽

　

②
長
井
工
業
高
校

◆
種
別　

甲
・
乙（
全
類
）・
丙
種

◆
受
付
期
間　
【
電
子
申
請
】
▽
①

　

９
月
３
日
㈪
ま
で
▽
②
９
月
22

　

日
㈯
〜
10
月
１
日
㈪
【
書
面
申

　

請
】
▽
①
９
月
６
日
㈭
ま
で
▽

　

②
９
月
25
日
㈫
〜
10
月
４
日
㈭

【
試
験
準
備
講
習
会
】

◆
期
日
・
種
別　

▽
①
９
月
19
日

　

㈬
〜
20
日
㈭
・
乙
種
第
４
類
▽

　

②
９
月
19
日
㈬
・
丙
種

◆
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所　

長
井
市
民
文
化
会
館

◆
申
込
締
切　

９
月
12
日
㈬

問
・　

南
陽
消
防
署
（
☎
43
|
３

５
０
０
）

◆
日
時　

９
月
22
日
㈯
午
後
２
時

　

〜
４
時
15
分
（
開
場
は
午
後
１

　

時
30
分
か
ら
）

◆
場
所　

交
流
プ
ラ
ザ
蔵
楽

◆
内
容　

講
演
、講
師
と
の
交
流
会

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

◆
参
加
料　

３
０
０
円
（
資
料
、

　

茶
菓
子
代
）

◆
申
込
締
切　

９
月
14
日
㈮

※
障
が
い
や
そ
の
他
の
サ
ポ
ー
ト

　

を
ご
希
望
の
方
は
申
込
時
に
相

　

談
く
だ
さ
い
。

問・　

山
岸（
☎
０
９
０
|
７
７
９

４
|
８
５
２
０
・　

y.kouenkai@
 

au.com

）

◆
日
時　

９
月
12
日
㈬
午
後
１
時

　

〜
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後
０

　

時
30
分
か
ら
）

◆
場
所　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　
（
長
井
市
）

◆
内
容　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

　

ョ
ン
「
障
が
い
者
の
就
労
を
支

　

え
る
」・「
障
が
い
者
の
就
労
を

　

考
え
る
」

◆
参
加
料　

無
料

問
・　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
き

た
ま
（
☎
０
２
３
８
|
88
|
５
３

５
７
）

◆
日
時　

９
月
14
日
㈮
午
後
２
時

　

〜
午
後
３
時
45
分

◆
場
所　
置
賜
総
合
支
庁（
米
沢
市
）

◆
演
題　
「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
く

　

付
き
合
お
う
〜
怒
り
の
コ
ン
ト

　

ロ
ー
ル
術
に
つ
い
て
〜
」

◆
講
師　

佐
藤
秀
実
（
か
み
の
や

　

ま
病
院
臨
床
心
理
科
長
）

◆
対
象　

置
賜
地
域
在
住
の
方

◆
参
加
料　

無
料

◆
申
込
締
切　

９
月
７
日
㈮

問
・　

置
賜
保
健
所
地
域
保
健
福

祉
課
（
☎
㉒
|
３
０
１
５
）

◆
日
時　

９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
23
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で
。

◆
場
所　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

　
（
山
形
市
）

◆
内
容　

▽
健
康
、
医
療
、
介
護

　

予
防
に
関
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

　

▽
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
等

◆
入
場
料　

無
料

問
県
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎
０

２
３
|
６
３
０
|
２
９
１
９
）

◆
日
時　

９
月
26
日
㈬
午
後
２
時

　

〜
３
時
30
分

◆
場
所　

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う

　

ホ
ー
ル
（
市
文
化
会
館
）

◆
内
容　

開
発
し
た
グ
ル
メ
商
品

　

の
発
表
会
、
試
食
会

◆
対
象　

市
内
に
事
業
所
が
あ
る

　

事
業
主
、
起
業
を
希
望
す
る
方

　
（
食
品
製
造
業
、
飲
食
店
、
旅

　

館
、
観
光
に
関
わ
る
方
等
）

30.９.１（23） 30.９.１ （22）

Information

申

申申

申

申申申

申

申申

第
17
回
ほ
な
み
祭
・
敬
老
会

９
月
の
南
陽
の
朝
市

伊
達
な
旅
２
０
１
８

男
の
料
理
教
室

南陽市役所代表（☎40－3 2 1 1）　問は問合せ先、　は申込み先申

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

結
婚
相
談
会
（
無
料
）

第
46
回
市
中
学
校

合
同
音
楽
会

と　
わ
永
遠
の
お
出
か
け

安
部
麻
奈
美
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展

土
曜
自
由
塾
「
つ
く
っ
て
あ

そ
ぼ
う
割
り
ば
し
ゴ
ム
鉄
砲
」

敬
老
の
日
関
連
企
画
展
「
シ
ニ
ア

の
皆
さ
ん
に
お
す
す
め
の
本
」

南
バ
ン
連
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
イ
ブ
「
心
を
一
つ
に
」

Ｂ
型
肝
炎
特
措
法

電
話
相
談
会
（
無
料
）

世
界
一
明
る
い
視
覚
障
が
い
者

成
澤
俊
輔
氏
講
演
会

地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

in
お
き
た
ま

市
雇
用
創
造
協
議
会

開
発
商
品
発
表
会

や
ま
が
た
健
康
フ
ェ
ア

２
０
１
８

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

広
　
告

危
険
物
取
扱
者
試
験

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

全
国
一
斉
不
動
産
無
料
相
談
会

講
座
・
催
し

●
サ
ロ
ン
銀
杏

▽
南
陽
鷹
の
会
秋
季
写
真
展

◆
場
所　

宮
内
公
民
館
（
☎

　
47
|
３
１
１
２
）

●
病
院
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
加
川
達
男
絵
画
展

▽
青
木
俊
輔
写
真
展

◆
場
所　

公
立
置
賜
南
陽
病

　

院
（
☎
47
|
３
０
０
０
）

９
月
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

　市のホストタウン相手国である「バルバ
ドス国」のインターナショナルスクールに、
日本文化の紹介の一環として、こいのぼり
を寄贈します。
　ご家庭で眠っている
こいのぼりを遠く離れ
たバルバドスの青い空
に泳がせてみませんか。
◆募集内容　こいのぼり
※ポールは不要。多少古くても結構です。
◆受入先　みらい戦略課ホストタウン推進室
◆受入時間　平日の午前８時30分～午後５
　時15分
◆受入締切　10月１日㈪
問みらい戦略課ホストタウン推進室
（☎40－８７４８）

◆期日　９月22日㈯
◆時間　午前９時20分～午後５時
◆集合場所　ＪＲ赤湯駅
◆参加料　2,500円（昼食代・保険料）
※幼児無料（食事なし）。
◆定員　先着20人（最小催行人員５人）
◆添乗員の有無　有
◆講師　広田泉（鉄道写真家）　
◆持ち物　カメラ（携帯電話可）

◆旅行企画実施・申込み先
（一財）置賜地域地場産業振興センター
（☎０２３８－88－１８３１）
山形県知事登録旅行業　第３－２７８号
ＡＮＴＡ正会員　長井市東町２－５０
総合旅行業務取扱管理者　沼澤　亨
※詳しい旅行条件を説明した書面をお渡し
　しますので、事前に問い合わせのうえ、
　申し込みください。

バルバドス国の空に
「こいのぼり」を泳がせてみませんか  

鉄道写真家 広田泉先生と行く
フラワー長井線「撮り鉄の旅」

●10ページ「下水道クイズ」の答え　③約150km（南陽市～新潟市間130kmより長い！）



■
発
行
　
南
陽
市
　
■
編
集
　
み
ら
い
戦
略
課
広
報
情
報
係

〒
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山
形
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陽
市
三
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通
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内
線
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■
市
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な
ん
よ
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№
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平
成
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９
月
１
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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
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w
w
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フ
ェ
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ブ
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w
w
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※
市
報
な
ん
よ
う
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
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で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
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ち

きゅ
うにやさしい

みどりをまも
る

菊とぶどうといで湯の里菊とぶどうといで湯の里
市  報市  報

市
報

2 Pick up  防災特集
  「いま」起こっても逃げられますか
8 衛連だより
10 ９月10日は下水道の日です
11 大相撲南陽場所が開催されました
24 シェルターなんようホール情報　ほか
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201 8│平成3 0年

No .1231
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30.９.１ （24）

一歩ずつ、
「災害に強いまち」へ。

市農業祭「大粒ぶどうまつり」を開催します 問農林課農業振興係（☎40-８３１０）

　品評会に出品された大粒ぶどうを購
入できます。小さいお子さんでも楽しめ
るイベントを用意していますので、ご家
族連れでお越しください。
◆期日　９月15日㈯
◆時間　午前９時～午後１時
◆場所　ＪＡ山形おきたま南陽愛菜館前広場

◆時間・内容
▽午前９時・南陽産大粒ぶどう品評会、
　ファーマーズマーケット等
▽午前10時・南陽産シャインマスカット
　試食会（先着１５０食）
▽午後０時30分・つきたて餅の振る舞い
　（先着１５０食）ほか

「※場所」　【窓口】＝会館窓口、【大ホ】＝大ホール、【小ホ】＝小ホール、【展示】＝展示ギャラリー、【工房】＝総合工房、【スタ】＝キッチン
　　　スタジオ、【練１】＝練習室１、【練２】＝練習室２、【会１】＝会議室１、【会２】＝会議室２、【交流】＝交流ラウンジ、【和室】＝和室

泫掲載内容は８月22日現在のものであり、変更になる場合がありますので、詳しくは主催者等に問い合わせください。

シェルターなんようホール（文化会館）情報月9
▽開館時間　午前 9時～午後10時　▽休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

問シェルターなんようホール（☎40－12 2 2）

休館日

曜日 催事名等 場所※ 開催時間 対象・入場料 問合せ先（主催者等）日

休館日

休館日

休館日

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-3651）19:00～21:00練１

フラダンス練習 ハイビスカスフラ愛好会（☎43-3651）19:00～21:00練１

成果品公開セミナー 市雇用創造協議会（☎43-4552）14:00～16:00スタ

振袖ファイナルセール 振袖いちばん館（☎023-647-8211）14:00～20:00和室

振袖ファイナルセール 振袖いちばん館（☎023-647-8211）10:00～19:00和室

振袖ファイナルセール 振袖いちばん館（☎023-647-8211）10:00～18:00和室

水

木

水

日

日

月

月㈷

月㈷

火

火

水

月
火

木

木

木

金

金

金

金

土

日

10
11

土

土

日

土

12

13

14

15

16
17
18
19
20
21

火

22

23
24

土

25

26

日

27
28
29
30

9

8

7

6
5
4
3
2

水

1

9:00～17:00
（9日は16:00まで） 地域活動支援センター花工房(☎43-3364）永遠（とわ）のお出かけ

安部麻奈美タペストリー展（～9日） 展示

10:10～11:35大ホ 500円名作こども映画会
映画「盲導犬サーブ」上映 守屋教育映画（☎090-3116-9909）

19:00～21:00 無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）会１

19:00～21:00 無料初心者吟詠講座（詩吟教室） 虎鷹吟詠会中川耕心塾（☎43-3804）会１

13:00～16:00シニア婚活パーティー レッドチェリー企画（☎023-642-4211）練１

19:00～21:00花教室 くわばら花店（☎47-7107）工房

19:00～21:00花教室 くわばら花店（☎47-7107）工房

13:20～16:00 受診該当幼児１歳６か月児健康診査・歯科相談 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

 9:15～12:00 受診該当幼児２歳児歯っぴー教室 すこやか子育て課（☎40-1691)展示

13:00～16:00 受診該当幼児３歳児健康診査 すこやか子育て課（☎40-1691)展示
 9:00～11:00 既に申込みの方モニターツアー「1本のワイン誕生物語」 市雇用創造協議会（☎43-4552）スタ

14:00～18:00 無料きものお手入れリメイク相談会 ㈱とみひろ（☎40-1160)和室

開演14:30南陽市中学校合同音楽会 宮内中学校（☎47-2251）大ホ
10:00～18:00 無料きものお手入れリメイク相談会 ㈱とみひろ（☎40-1160)和室

10:00～18:00 無料きものお手入れリメイク相談会 ㈱とみひろ（☎40-1160)和室

10:00～16:00 無料きものお手入れリメイク相談会 ㈱とみひろ（☎40-1160)和室

13:30～15:30安全で安心なうるおいあるまち南陽市民大会 市民課（☎40-8255)大ホ
開演16:30ヤマハ英語教室発表会 ㈱長井理研（☎0238-84-3111）小ホ 関係者のみ

開演10:00 関係者のみヤマハ英語教室発表会 ㈱長井理研（☎0238-84-3111）小ホ

開会9:40赤湯地区「敬老を祝う会」 赤湯公民館（☎43-3466）大ホ

第19回みちのく歌謡祭 南陽歌謡振興会（☎43-2154）開演9:30
（開場9:00）

前売券1,000円
当日券1,500円大ホ

朝倉さや
リアルカントリーロードツアー2018 シェルターなんようホール（☎40-1222）開演15:00

（開場14:00） チケット完売小ホ

Little Glee Monster
Live Tour 2018 ～ Calling!!!!! シェルターなんようホール（☎40-1222）開演17:00

（開場16:30） チケット完売大ホ

お仕事相談会 ㈱マイセルフ（☎40-8860）13:00～16:00会２

お仕事相談会 ㈱マイセルフ（☎40-8860）13:00～16:00会２

文化講座「お釈迦様と親鸞聖人に学ぶ」 親鸞聖人に学ぶ会（☎024-545-4849) 9:00～17:00会１

文化講座「お釈迦様と親鸞聖人に学ぶ」 親鸞聖人に学ぶ会（☎024-545-4849) 9:00～17:00会１

バンド練習 市バンド連絡協議会（☎43-4812）19:00～22:00練１

バンド練習 市バンド連絡協議会（☎43-4812）19:00～22:00練１

ドレミファ・どーもっす!!!「ギターサークル」 ドレミファ・どーもっす!!!17:30～19:30練１

ドレミファ・どーもっす!!!「ギターサークル」 ドレミファ・どーもっす!!!17:30～19:30練１

北海道スイーツ直売 フェニックス仙台（☎090-3122-7972）11:00～13:00会１

ドレミファ・どーもっす!!!「ギターサークル」 ドレミファ・どーもっす!!!17:30～19:30練１
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